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平成も終わり新しい時代が到来しようとしている今、次世代社会の象徴として Society 

5.0 という言葉が聞こえてきています。これは、人類社会の進化を狩猟社会(Society 1.0)、

農耕社会(Society 2.0)、工業社会(Society 3.0)、情報社会(Society 4.0)と整理した上で、

テクノロジーの更なる進化が拓く次世代の未来型社会を呼ぶ言葉です。Society 5.0 が実現

された社会では、IoT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり、今までにない

新たな価値を生み出すことで、これまでの社会の課題や困難が克服されるものと期待され

ています。たとえば人工知能（AI）が進化してビッグデータを処理し、少子高齢化、地方の

過疎化、貧富の格差など様々な社会課題に解決の道が見つかることが期待されます。たとえ

ば自動運転車が完備されるだけでも、年間３兆円にのぼると言われる交通事故の被害は限

りなくゼロに近づき、3,000 人近くの命が救われることでしょう。 

このような社会の進歩は、これまでどのくらいの速度で起きてきたのでしょうか。狩猟社

会を仮に人類の祖先が登場したころからだとすると 600 万年前から、農耕社会は約１万年

前の新石器時代から、次の工業社会は産業革命の時期からとすると 18 世紀から 19 世紀の

ことですから、せいぜい 200 年ほど前ということになります。さらに次の情報社会はインタ

ーネットや携帯電話の普及し始めた 20～30 年前からですので、社会は加速度的に次の段階

への進化を早めていっていることがよくわかります。 

このような Society 5.0 の新しい時代の中で「人間の強み」を発揮し、AI等を使いこな

していくため、私たちに求められる力とは何でしょうか。たとえば、「文章や情報を正確に

読み解き対話する力」、「科学的に思考・吟味し活用する力」、「価値を見つけ生み出す感性と

好奇心・探求力」等が提唱されています。そして、人工知能（AI）では実現できないとされ

るこれらの力は、本校がすでに SSH 事業の取組で目指している力でもあります。生徒の皆さ

んには、今後も SSH の取組を基盤として、自分が本当に知りたいことは何かをよく考え、柔

軟で多角的な思考に基づく仲間や先生方との話し合いを通して、どのような新しい価値が

創出できるかを見出してほしいと思います。そうして、他に真似のできない奈高の強み、諸

先輩方から営々と受け継いできた「自主創造」の理念を輝かせながら、私たち教職員も同様

に、皆さんとの対話を密にし、創造性豊かに、自らの好奇心や探究心をいつまでも忘れない

よう心掛けていきたいと思います。 

本校 SSH 事業は第４期２年目に当たり、平成 16 年度の指定以来通算 15 年目を終えよう

としています。今年度は、WRO（ワールドロボットオリンピア）全国大会 2018 優勝・世界大

会６位入賞、化学グランドコンテスト全国大会にてシュプリンガー賞受賞など数々の素晴

らしい成果がありました。また、運営指導委員の先生方から、「昨年度に指摘した内容が反

映され、研究レベルやプレゼンテーション力が年々ステップアップしている。中核拠点校と

しての事業拡大や参加校の増加も見られリーディングスクールとして責務を果たしてい

る。」とのお言葉もいただき、ありがたく思っております。 

今後の主な課題としては、SSH の取組とその成果を広く県外へも発信すること、また課題

研究における評価方法について近府県８校で組織する連絡会等で研修を重ね、高大接続に

向けた取組に繋げることなどが挙げられます。皆様方には、今後とも変わらぬご支援をいた

だきますとともに、忌憚のないご意見をいただければ幸いです。 
最後になりましたが、本校 SSH 事業の推進にご指導、ご協力を賜っております皆様方に心

から感謝申し上げ、巻頭のご挨拶といたします。 
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研究開発実施ሗ࿌㸦せ⣙㸧࣮ࣝࢡࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫᖹ成㸱㸮ᖺᗘ޽

ձ 研究開発課題

創造する科学へのᣮᡓ  

㸫 ᪂たな▱と価್を主体的に創造する科学技術系グローバルリーࢲー育成プログラム 㸫 

ղ 研究開発のᴫせ

�1�これまでの研究開発でᚓた༢位ไとコースไでの成果を生かし、全生徒が３年間を通して

探究活動を㔜視した科目を主体的に選択し、科学的に探究する力を系統的に育成できる教育

課⛬の研究開発を行う。

�2�教科の枠を越えて、多角的・」合的な視点で事㇟をとらえ、課題ゎ決に向けてᑓ門的な▱

識㺃技⬟を総合的に活用していく力の育成を目指した教科横断型⼥合教科・科目の研究開発を

行う。

���国際性の育成を目指し、より効果的なᾏእ研ಟや国際交流な࡝の教育プログラムに関する

研究開発を行う。

���ＳＳＨ事業成果の検証・評価方法の改善やその体ไ࡙くりに関する研究開発を行う。

���これまでの㔜点枠事業でᵓ⠏した「奈良県サイエンススクールࢿット࣡ーク」を活用し、

県内の理数系探究活動の活性化と人ᮦ育成を目指す教育プログラムの研究開発を行う。
ճ ᖹ成㸱㸮ᖺᗘ実施つᶍ

１年次生については、ᑗ来の㢮型選択等にかかࢃらࡎ、す࡭ての生徒をᑐ㇟として「ＳＳ

Ｐ（スーパーサイエンスプロジェクト）基礎」をᒚಟさせ、㌟近な科学にᑐする興味・関心

を高めるとともに、探究活動に必要な基礎・基本を㌟に௜けさせる。（ᑐ㇟人数 ��1 ྡ） 

 ２年次生については、「ＳＳＰ表現Ａ」「ＳＳＰ理数Ａ」「ＳＳＰ科学英語Ａ」をᒚಟする

生徒（ＳＳＨコース選択者をྵࡴ �� ྡ）、３年次生については、「ＳＳＰ表現㹀」「ＳＳＰ

物理」「ＳＳＰ化学」「ＳＳＰ生物」「ＳＳＰ数学㹀」「ＳＳＰ科学英語㹀」「ＳＳＰ奈良

㹀」をᒚಟする生徒（ＳＳＨコース選択者をྵࡴ �0ྡ）、及ࡧ全校の科学技術部員の生徒（��

ྡ）、科学委員の生徒（�8 ྡ）もᑐ㇟とする。（ＳＳＨ事業最大ᑐ㇟者数 1�1�0 ྡ） 
մ 研究開発内容

○研究ィ⏬

㸦㸯㸧➨㸯ᖺ┠

ձ ᩍ⫱課⛬の研究開発に࡚࠸ࡘ

第１学年次全員ᒚಟの「ＳＳＰ基礎」、第２学年次で実施する「総合探究」、第３学年

次で実施する「理数探究」、「Explore Subjects」の展開内容 

ղ ᩍ⛉ࢆᶓ᩿ࡓࡋᩍ⛉⼥ྜᆺ⛉┠の内容ࠊᣦᑟἲ➼の研究開発

「ＳＳＰ基礎」、「ＳＳＰ探究Ａ」、「総合探究」、「ＳＳＰ探究㹀」、「理数探究」に

おける教科⼥合型探究活動の内容と指導法 

ճ 㹑㹑㹆事ᴗ成果の᳨ド・評価᪉ἲの研究開発

「評価方法等検討委員会」のタ⨨と㐠Ⴀ

մ ᅜ㝿ᛶの⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋよࡾຠ果的な⌮ᩘ⣔ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ研究開発

サイエンス・イン・イングリッシュ（科学英語ㅮᗙ等）の実施、シンガポールᾏእ研ಟ

による連ᦠ校とのඹྠ研究や意見交流、␃学生との連ᦠ、英語によるᤵ業や研究発表会の

実施 
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⑤ ᆅᇦ࡛活㌍࡛ࡁるேᮦ⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋ㐃ᦠᰯとのᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉの研究開発

「奈良県サイエンススクールࢿット࣡ーク」の連ᦠ校との各種研究ㅮᗙの実施、「まほ

ろば・けいはんなＳＳＨサイエンスフェスティバル」の開催、「生徒実行委員会」タ⨨等 

㸦㸰㸧➨㸰ᖺ┠㸦ᮏᖺᗘࠋ๓ᖺᗘ࡚ࡋ⥆⥅ࡽ࠿研究ࡶ࠺⾜ࢆのにࡍ␎┬ࡣ࡚࠸ࡘるࠋ㸧�

ձ ᩍ⫱課⛬の研究開発に࡚࠸ࡘ

「ＳＳＰ基礎」から「総合探究」への接続の検証・評価

ղ ᩍ⛉ࢆᶓ᩿ࡓࡋᩍ⛉⼥ྜᆺ⛉┠の内容ࠊᣦᑟἲ➼の研究開発

「ＳＳＰ基礎」「ＳＳＰ探究Ａ」「総合探究」の教科⼥合の関連性の検証・評価

ճ 㹑㹑㹆事ᴗ成果の᳨ド・評価᪉ἲの研究開発

「評価方法等検討委員会」での「評価の観点」「評価の方法」について検証・評価

մ ᅜ㝿ᛶの⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋよࡾຠ果的な⌮ᩘ⣔ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ研究開発

各取組の検証・評価

⑤ ᆅᇦ࡛活㌍࡛ࡁるேᮦ⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋ㐃ᦠᰯとのᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉの研究開発

㸦㸱㸧➨㸱ᖺ┠㸦๓ᖺᗘ࡚ࡋ⥆⥅ࡽ࠿研究ࡶ࠺⾜ࢆのにࡍ␎┬ࡣ࡚࠸ࡘるࠋ㸧�

ձ ᩍ⫱課⛬の研究開発に࡚࠸ࡘ

「理数探究」、「Explore Subjects」実施と検証・評価、３年間にΏる探究活動の検証・

評価 

ղ ᩍ⛉ࢆᶓ᩿ࡓࡋᩍ⛉⼥ྜᆺ⛉┠の内容ࠊᣦᑟἲ➼の研究開発

「理数探究」「Explore Subjects」における総合的な力の育成を検証・評価

ճ 㹑㹑㹆事ᴗ成果の᳨ド・評価᪉ἲの研究開発

「評価方法等検討委員会」での３年間の事業活動の総ᣓ

մ ᅜ㝿ᛶの⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋよࡾຠ果的な⌮ᩘ⣔ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ研究開発

より充実したᾏእ研ಟの実施とその内容の検証・評価

⑤ ᆅᇦ࡛活㌍࡛ࡁるேᮦ⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋ㐃ᦠᰯとのᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉの研究開発

㸦㸲㸧➨㸲ᖺ┠ࠊ㸳ᖺ┠㸦๓ᖺᗘ࡚ࡋ⥆⥅ࡽ࠿研究ࡶ࠺⾜ࢆのにࡍ␎┬ࡣ࡚࠸ࡘるࠋ㸧 

ձ ᩍ⫱課⛬の研究開発に࡚࠸ࡘ

ղ ᩍ⛉ࢆᶓ᩿ࡓࡋᩍ⛉⼥ྜᆺ⛉┠の内容ࠊᣦᑟἲ➼の研究開発

ճ 㹑㹑㹆事ᴗ成果の᳨ド・評価᪉ἲの研究開発

մ ᅜ㝿ᛶの⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋよࡾຠ果的な⌮ᩘ⣔ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ研究開発

⑤ ᆅᇦ࡛活㌍࡛ࡁるேᮦ⫱成ࢆ┠ᣦࡓࡋ㐃ᦠᰯとのᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉの研究開発

○ᩍ⫱課⛬上の≉౛➼≉グࡁ࡭ࡍ事項

「総合的な学⩦の᫬間」（３༢位）については、第１学年次の学校タᐃ教科「ＳＳＰ基礎」

（３༢位）のうち１༢位と、第２学年次におけるＳＳＨコースでの学校タᐃ教科「ＳＳＰ探

究Ａ」の２༢位で代᭰する。ＳＳＨコース以እの生徒には、第２学年次に総合的な学⩦の᫬

間として「総合探究」（２༢位）をタᐃする。教科「᝟報」（２༢位）については、第１学年

次の学校タᐃ教科「ＳＳＰ基礎」（３༢位）のうち２༢位で代᭰する。 

○ᖹ成 ��ᖺᗘのᩍ⫱課⛬の内容

１年次生については、す࡭ての生徒をᑐ㇟として「ＳＳＰ基礎」をᒚಟさせ、科学にᑐす

る興味・関心を高めるとともに、探究活動に必要な基礎・基本を㌟に௜けさせる。２年次生

については、学校タᐃ教科・科目の「ＳＳＰ探究Ａ」の３科目のうち「ＳＳＰ表現Ａ」を必ᒚ

ಟ科目とし、௚の「ＳＳＰ理数Ａ」と「ＳＳＰ科学英語Ａ」の２科目を選択科目として各ࠎ

２༢位をタ⨨する。３年次生には、学校タᐃ教科・科目の「ＳＳＰ発展㹀」の８科目のうち

「ＳＳＰ表現㹀」を必ᒚಟ科目として、௚の㸵科目を選択科目として各２ࠎ༢位をタ⨨する。 
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○具体的な研究事項・活動内容

本年度の各科学技術系クラブやＳＳＨコース生徒の活動は以下の通りである。

・ＷＲＯ全国決勝大会 2018 エキスパート部門優勝、世界大会第６位（ロボット研究会）

・化学グランドコンテストポスター賞とシュプリンガー賞受賞（化学部）

・日本学生科学賞（奈良県審査）最優秀賞（化学部）、優秀賞（SSP 基礎）、佳作（SSP 生物） 

・化学グランプリ 2018 一次選考優秀賞（化学部）

・各種オリンピック予選出場（物理部、地学部、化学部、生物部）

・まほろば・けいはんなＳＳＨサイエンスフェスティバル発表（生物部、物理部、化学部）

・青少年のための科学の祭典（奈良大会・全国大会）に参加（化学部、生物部）

・校内ＳＳＨ生徒研究発表会にて発表（物理部、化学部、ＳＳＰ探究Ａ選択生徒）

・ＳＳＨ全国生徒研究発表会出場（生物部）

・「科学の甲子園」県予選第３位（各クラブと代表選手）

・「京都大学への架け橋」口頭発表（生物部）

・関西公立高校即興型英語ディベート交流大会 2018 準優勝、英語ディベート全国大会出場

・奈良県高等学校英語弁論大会優勝

・「近畿サイエンスディ」口頭発表（物理部）

本年度の教員の具体的な研究事項は以下の通りである。

・ＳＳＨ事業成果報告会（理数科教員指導方法研究会）２回開催

・第１回、第２回「校内ＳＳＨ評価方法等検討委員会」開催

・近畿・北陸ＳＳＨ８校による「探究型学力 高大接続研究会」参加

⑤ 研究開発の成果と課題

○実施による成果とその評価

今年度の取組の成果として、「主体性」と「協働力」において向上した生徒が多く、３年次

生では「表現力」と「総合活用力」と「創造チャレンジの力」がとても向上したことが挙げら

れる。４期事業の目的とする力のいくつかが、順調に向上していることが認められた。保護

者の視点から、生徒に良い変化が現れたと思う割合が高く、生徒の負担となっていると思う

割合は減少した。教員においても、意識の変容がさらに進み、学校全体の取組となり、資質

向上につながっている。「国際性育成活動」の充実と普及も、成果として挙げられる。さら

に、ＳＳＨ事業の評価方法の改善において、「奈高リサーチ」を改め、生徒が自己評価する

機会とした。また、生徒研究発表会において「８校連絡会議」作成のルーブリック評価法を

試行し、課題研究の評価方法として確立していく見通しをつけることができた。 

○実施上の課題と今後の取組

第１の課題は、「目的とする力の育成をもとにした各学年次での取組の充実と、その系統

性」である。１年次では、より魅力的な事業を実施し、生徒間の交流も充実させて、自覚で

きるかたちでの興味・関心の高まりを促す必要がある。２年次以降については、教科横断的

な研究に発展させ、より深い探究活動に導く必要がある。また、来年度実施の「理数探究」、

「Explore subjects」について、具体的な展開案が課題である。第２の課題は、「教科の枠を

越えた探究活動」である。ＳＳＨコースの生徒だけでなく、「理数探究」を選択する理科系

の課題研究においても、多角的な視点でより自由な領域で課題研究を進めるように改善する。

第３の課題は、現在の「国際性育成の取組は「さまざまな国の人とコミュニケーシュンする

力」の自信を形成するに至っていない」ことである。充実させた取組を継続しつつ、より実

践的で効果的な教育プログラムの研究開発を目指していく。第４の課題は、「高大接続に向

けた取組の推進とＳＳＨ事業の検証・評価方法の改善」である。「高大接続研究会」にて課

題研究の評価方法に妥当性・客観性を持たせて、大学側へも提示できるように進めている。 
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課題࡜研究開発のᡂᯝ࣮ࣝࢡࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘ޾

ձ 研究開発のᡂᯝ

 今年度は第４期目ＳＳＨ指定の２年目を㏄え、第３期の課題をඞ᭹しつつ第４期の᪂たな

取組を実施し、多くの成果と課題が᫂らかになってきた。以ୗに、今年度における研究開発

の成果を挙げていく。 

 今年度の取組における大きな成果として、「主体的に取り組むጼໃ」と「࿘ᅖと༠力して

課題に取り組む力」の向上した生徒が多いことが挙げられる。（奈校生リサーチより�「とて

も向上した」から「やや向上した」までをྵめると඲学年でともに約 �0％に㐩した。）また、

᝟報・英語・探究の基礎的な力が、１学年次で非常に向上している。（奈校生リサーチより�

「とても向上した」から「やや向上した」までをྵめると �0％以上となった。）さらに、඲

ての質問㡯目で「とても向上した」と答えた生徒は３年次生の๭合が高く、≉に「表⌧する

力」と「総合的に活用する力」と「๰㐀することにチࣕࣞンࢪする力」については３学年次

に大きく๭合が上᪼している。（奈校生リサーチより）第４期事業の目的とする力のいくつ

かが、㡰調に向上していることがㄆめられた。 

ಖㆤ⪅の視点からでは、生徒にⰋいኚ化が⌧れたとᛮう๭合が �0％を越え、その具体的ኚ

化の౛として「興味・関心」と「意ḧ」の高まりが挙げられた。さらに、ＳＳＨの活動が生徒

の㈇ᢸとなっているとᛮう๭合は㸵％に‶たࡎ、昨年度よりもῶ少した。（ಖㆤ⪅アンケー

より）これらの⤖果より、ＳＳＨ事業の内容が自然・科学に対する興味・関心を高め、意ࢺ

ḧ的な活動を促していることをㄆめることができるとᛮࢃれる。２、３年次生では、「ＳＳ

Ｐ探究Ａ」と「ＳＳＰ発展㹀」における課題研究の取組方に、生徒の主体的な活動を多く取

りධれてきたことがᙳ㡪していると考えられる。具体的には、ࢸー࣐設定にかける時間のᣑ

大や指導方法のᕤኵ、中間報告会などを改善して、生徒の主体的な活動をồめてきた。

また、ＳＳＨ関連ᤵ業に┤接の関ࢃりをもち、教員の意識のኚ容もさらに進ࢇだと考えら

れる。１年次の教員඲員が生徒の課題研究をᢸ当しており、２年次の「総合探究」において

多くの教員が関ࢃるようになった。（教⫋員アンケーࢺより㸸「ＳＳＨ活動は、学校඲体の

取組になっているとᛮいますか㸽」という問いに対して８๭の教員が「そうᛮう」と答え、

��％の教員が「㈨質の向上につながっている」と回答。） 

 次に、「国際性育成プログラムの充実とより多くの生徒への普及」が成果として挙げられ

る。これまで「シン࣏࢞ール海外研修」や「科学英語講座」に取り組ࢇできたがその成果は

研修に参加した生徒のࡳにṆまってきた。できるだけ多くの生徒に国際性を育成する機会が

୚えられることが重要な課題であると考え、昨年度からさまざまな取組を実施してきた。ま

国際交流の取組として多くの␃学生との交流を複数回実施できた。（㸳᭶に中国の「北、ࡎ

ி理ᕤ大学付ᒓ中学」の生徒 �� ྡ、�0 ᭶にはྎ‴の「国立᪂➉科学ᕤ業ᅬ༊実㦂中学」の生

徒 ��ྡ来校）交流内容としては、本校のᤵ業に参加したり、ᨺ課後のクラブ活動に取り組ࢇ

だりしながら有意⩏に行えた。また、３年次生のシン࣏࢞ール海外研修参加生徒による「海

外研修報告会」を開催し、１・２年次生へ海外研修での体㦂を報告するとともに、英語力の

必要性やグローࣂルな視点の重要性をッえた。さらに、英語の４技能の向上とコミュニケー

シࣙン能力の育成を図ったが、この活動をもとに「関すබ立高等学校༶興型࣋࢕ࢹーࢺ交流

大会」にて‽ඃ຾し、「近畿高等学校英語スࣆーチ大会」へも出ሙを果たした。「科学英語講

座」についても、㸵᭶と１᭶の２回実施した。このように、多くのプログラムに取り組ࡳ、

その参加⪅のࡰ࡯඲員が講座内容に‶㊊したとアンケーࢺで答えており、大ኚ有意⩏なもの

であることが分かった。また、ＳＳＨ事業とはูに、㸵᭶ᮎから㸷᪥間、20 ྡの生徒がࢠ࢖

リスへの▷期語学研修を実施している。参加した生徒は、さまざまな国の学生とともに研修
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することで、英語の運用能力を磨き、自国や他国の文化についての深い知識や理解を持つと

ともに、国際時事への知的好奇心を高めることができた。また、帰国後に報告会を実施した。 

 最後に、ＳＳＨ事業の検証・評価方法の改善を目指す取組の成果が挙げられる。第４期目

で育成を目指している「徹底的に考え抜く力」「知識・技能を総合的に活用していく力」そ

の他の力が身に付いたかどうかを検証・評価していくことを目標として、昨年度から「ＳＳ

Ｈ評価方法等検討委員会」を設置した。第１回の委員会では、「奈高生リサーチ」を自己評

価の機会として改訂し、上記のさまざまな力の向上について調べることにした。第２回の委

員会では、生徒研究発表会において「８校連絡会議」作成のルーブリック評価法を試行し、

課題研究の評価方法として使用していく手応えを感じることができた。また、高大接続に向

けた取組として「探究型学力 高大接続研究会」に参加できたことも成果の１つである。かね

てから交流があった近畿・北陸のＳＳＨ校とともに、研究会を開催し、課題研究の評価方法

についてさらなる改善を進めている。そして、妥当性・客観性のある評価方法を確立し、各

府県内での普及を図るとともに、大学側へも提案できるように進めているところである。 
② 研究開発の課題

昨年度から始まった第４期目の研究開発の取組の中で、次の４つの課題が挙げられる。 

第１の課題は、「探究する力を育成する教育課程における各学年次での取組の充実と綿密

な計画」である。具体的に１年次では、「ＳＳＰ基礎」において改善を加えたものの、１学期

で使用する課題研究に必要なスキルを身に付けさせる教材にさらなる改善を要するという意

見が出されてきた。探究活動に必要な基礎的な知識や技能を習得できるためのより充実した

教材開発が大きな課題である。また、「自然科学に対する興味・関心の喚起」について深ま

ったかどうかの質問に、「分からない」と答えた生徒が約 20％いる。（奈校生リサーチより）

より魅力的な事業を実施し、生徒間の交流も充実させて、自覚できるかたちでの興味・関心

の高まりを促す必要があることが分かった。２年次以降については、ＳＳＨコースでの学校

設定教科「ＳＳＰ探究Ａ」と、それ以外の生徒の履修する「総合探究」が実施された。「ＳＳ

Ｐ理数」の課題研究は各班とも充実して実施できたが、教科横断的な研究に発展させること

が課題である。「総合探究」では、より有効な探究活動のあり方に改善していくことが必要

である。来年度の３年次理系生徒の履修する「理数探究」、文系生徒の選択する「Explore 

subjects」について、目的に応じた具体的な指導内容案と評価方法が重要な課題である。 

第２の課題は、「教科の枠を越えた融合教科・科目での探究活動への取組」である。昨年度

の発表では、一部の研究で複合的なアプローチができていた。しかし、本年度の課題研究で

はそのような発表が非常に少なかった。生徒研究発表会でもＳＳＨ運営指導委員から３学年

次での発展的研究において異なる分野からのアプローチを進めるよう助言をいただいた。Ｓ

ＳＨコースの生徒だけでなく、「理数探究」を選択する理科系の課題研究に取り組む生徒た

ちが、多角的・複合的な視点でより自由で主体的に課題設定ができるように指導計画や指導

法を研究していくことが大きな課題である。 

 第３の課題は、「国際性を育成するプログラムの充実と、成果の普及」である。今年度の

国際性育成を目指した様々な取組は成果を上げてきた。しかし、「さまざまな国の人とコミ

ュニケーシュンする力」としての自信にはまだまだ形成されていない。（奈校生リサーチよ

り）今までの取組を継続して実施しながら、より実践的で効果的な教育プログラムの研究開

発を目指していく。具体的には、「科学英語講座」の継続開催や海外の連携校との共同研究

や意見交流など、各事業内容を検討しさらに改善していくことが大きな課題である。 

第４の課題は、「高大接続に向けた取組の推進と本校ＳＳＨ事業の検証・評価方法の改善」

である。ＳＳＨ８校による「高大接続研究会」による評価方法を試行し、高大接続に向けた

課題研究の客観的な評価方法の確立を進めている。また、本校における「ＳＳＨ事業評価方

法の検討と改善」の取組も進行中である。そしてこの２つの取組の成果をもとに、高大接続

の具体的事業を立案していきたい。 
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本校はᖹ成 16年度よりスーࣃーサイエンスࣁイスクールの指ᐃを受け、今年度は新たに第４期
目のＳＳＨ指ᐃを受けての２年目にあたる。௨下に本校の新たな研究開発課題のもとでのスー
。イスクール（ＳＳＨ）事業のᴫせと１年間の取組を記すࣁーサイエンスࣃ

Ϩ事業のᴫせ 

㸯 研究開発ㄢ㢟 

๰㐀ࡿࡍ科学へのᣮᡓ 
 㸫 ᪂たな▱࡜価್ࢆ୺యⓗ࡟๰㐀ࡿࡍ
科学ᢏ⾡⣔ࣟࢢーバルࣜーࢲー⫱ᡂࣟࣉ
 㸫 ࣒ࣛࢢ

２ 研究開発のᴫせ 

  これまでの༢位ไを生かし、３年間にわ
たって系⤫的に探究活動に取り組む教育課
程、教科のᯟを㉺えた新たな融合教科・科
目、国際性の育成を目指した教育プࣟグラ
ム、ＳＳＨ事業の検証・評価方法の改善とࡑ
のయไ࡙くり、地域や学校に㈉⊩できる人
材育成等の研究開発を行い、これらを᭷機
的に結ࡧ௜けることで、科学技術系グࣟー
バルࣜーࢲーを育成する㹿

ϩ ලయ的な１年間の取組 

㸯  ᪂ධ生ࣜ࢜エンテーࣙࢩン（㸲月） 
 新ධ生ࣜ࢜エンテーション᫬に、ＳＳ
Ｈの事業内容をㄝ᫂し、ࡑの意義やఙば
していく力をㄝ᫂し、ලయ的な関わり方
を「ＳＳＨのᴦしみ方」としてఏえた。 

講ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ・講⩦会ࢺࢵ࣎ࣟ ２
⩦会（㸳月・㸴月・８月・㸯月・㸱月） 
 県内の連携校であるᑠ・中・高校に対
してࣟ࣎ッࢺ講習会とࣃイࢯンプࣟグラ
ング講習会を本校または大学で実施し࣑
た。㹕㹐㹍に向けた講習を⥅続して行っ
た成果として、本校と㒆ᒣ高校の合ྠチ
ームが全国大会にඃ຾し、タイで行われ
たୡ⏺大会にて６位ධ㈹を果たした。

㸱 ᡂᯝሗ࿌会�⌮ᩘ科ᩍ員ᣦᑟ方法研究
会��㸳月、７月� 
 本校のＳＳＨ事業の成果として、㹂Ｎ
㸿のᏳ全なᰁ色法を用いた㟁ẼὋ動実験
と、⅖色཯応の位置とඖ⣲の᱁子エࢿル
 。ーの関ಀについて報࿌されたࢠ

㸲 奈良県ᆅᇦ㐃ᦠスーࣃーサイエンス
研究講座（７月～８月） 

  本校とＳＳＨ事業連携校の生徒を対象
として、野እでのㄪᰝ・研究や、᭱先➃の
科学研究施設での研ಟ・実習の研究講座を
２講座実施し、１講座が中Ṇとなった。௨
下にࡑのᴫせを示す。 

>࿴ḷᒣ研究講座（７月）@ 
京都大学フィールࢻ科学教育研究セン

ター℩戸⮫ᾏ実験所にて３日間のィ⏬
で、ᾏὒ生物のㄪᰝ・ほᐹ・実験等の課題
研究とࡑの発表をணᐃしていた。ྎ㢼接
近のため中Ṇとなった。

>すはࡾま研究講座（８月）@ 
すはりまኳᩥྎでのኳయほ 実習、大

ᆺᨺᑕග施設 SPring-8 の見学、ࡑして大
阪大学ච␿学フࣟンティ࢔研究センター
(,)5H&)での講義と実験ほᐹなど┒りἑ
ᒣの研ಟを実施した。 

>-$;$ 研究講座（８月）@ 
つくばᏱᐂセンター（-$;$）と高エࢿ

ルࢠー加㏿ჾ研究機ᵓ(.(.)での施設見
学・講演会を実施し、物質材ᩱ研究機ᵓ
(NIMS)では⪏㟈材ᩱの開発㐣程のお話を
⪺かせて㡬いた。᭱先➃の科学にゐれ、
興味・関心を深めた研ಟとなった。 

㸳 科学ⱥㄒ講座の実施（７月・㸯月） 
本講座では、大阪ᗓ立大学より &KULV 

/RFN 先生に来校㡬き、英ㄒによるプࣞࢮ
ンテーション実習を行った。また国際教
㣴大学より (*5,�1$*< 先生を講ᖌとして
おᣍきし、数学に関わる英ㄒ表⌧を学ࡧ
ながら、数学の問題を英ㄒで解ㄝする研
究講座を開催した。

㸴 ࢩン࣏࢞ールᾏእ研ಟ（７月） 
今年度はＳＳＨコースの生徒 21 名が、

㸵᭶25日より４泊㸳日でシン࢞ポールへの
ᾏእ研ಟを実施した。ࣜࢺ࢝ック࢔ࢽࣗࢪ
ポール大学・༡࢞との交流やシンࢪッࣞ࢝
ὒ理工大学の見学と大学生・研究⪅との交
流、シン࢞ポール研究センターでの実習な
どを実施した。また、㸷᭶にはᾏእ研ಟ成果
のᬑཬを目的として、１㺃２年生に対してᾏ
እ研ಟ報࿌会を実施した。

➨㸯❶ ᖹᡂ 30 年度のྲྀ⤌ 
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７ 全国ＳＳＨ生徒研究発表会（８月） 
全国ＳＳＨ校の発表会が神戸国際展示

場で開催された。今年は生物部の研究グ
ループが本校代表として選出され、植物
ムラサキの研究をポスター発表できた。

８ サイエンスツアーの実施（８月） 
 １泊２日で 10名の生徒が、東京大学Ｃ
ＮＳ下浦研究室、国立科学博物館を訪問
し、講義を受け、施設見学を実施した。 

９ 高大接続研究会 （８月） 
 連携してきた北陸・近畿圏のＳＳＨ８校
の教員が、昨年度作成の課題研究の評価法
を実際に使用して改良を加えた。より良い
高大接続のあり方に対して提案を行うため
の取組を進めることができた。 

10 奈高公開講座（８月） 
ＳＳＨ校の特色ある授業を公開するこ

とで科学に関心を深めてもらうことを目
的として、６つの分野（物理・化学・生物
・地学・数学・情報）の公開授業を県内の
中学生を対象として実施した。

11 「京大への架け橋」 （９月） 
  奈良県と京都大学の連携事業として、
探究活動の発表を通じて高校生と大学院
生との交流を行う事業が実施された。本
校からは生物部が研究発表を行った。 

12 秋のＳＳＰ講演会（10 月～11 月） 
数学、工学、物理、化学、生物、医学、

薬学、社会科学等の各分野で、１年次生全
員を対象に講演会を延べ８回実施した。
各分野の専門家の方々の講演を聴かせて
いただき、大学や大学院で何をいかに学
ぶかを生徒たちは真剣に考えていた。 

13 まほろば・けいはんなサイエンスフ
ェスティバル（10 月） 

京阪奈地区の子どもたちの理数系探
究活動の活性化を目指した「まほろば・
けいはんなＳＳＨサイエンスフェステ
ィバル」をけいはんなプラザで開催し
た。今年は基礎生物学研究所 准教授
渡辺英治先生よる講演会を実施した。ま
た、今年から新たに高校生による４つ
の研究が、口頭発表された。更に、連携
校の生徒による課題研究のポスターセ
ッションでは、参加 22 校(45 ブース)
に増え、内容への活発な質疑応答が行
われた。 

14 科学の甲子園奈良県大会（11 月） 
  高校代表の生徒達が、全国大会への切
符を賭けて数学・理科・情報分野の筆記競

技、実技競技に個々の問題解決能力を発
揮するとともに、チームワークも良く取
り組み、県内３位の結果となった。 

15 青少年のための科学の祭典(11 月、８
月) 

化学部が出展した奈良工業高等専門学
校には多彩な実験や工作のブースが配置
されており、子供たちが本物の科学に出
会える機会となった。生物部は、東京の
科学技術館での全国大会に出展した。 

16 チャレンジ高度研究講座（12 月） 
   本校と連携校の生徒を対象として、京
都大学霊長類研究所、日本モンキーセン
ター、基礎生物学研究所を訪れ、「霊長類
研究」と生物研究の講演・実習、課題研究
に取り組む研究講座を実施した。

17 評価方法等検討委員会（12 月） 
  ＳＳＨ事業成果の検証・評価方法を検
討する評価方法等検討委員会を開催し
た。生徒の自己評価方法の改善を行い、課
題研究における評価方法の改善の方向性
について話し合った。 

18 ＳＳＨ生徒研究発表会（２月） 
 けいはんなプラザにて、ＳＳＨ事業の
１年間のまとめとして１年次生ＳＳＰ基
礎研究グループと２年次生ＥＳ科学によ
るポスター発表、２年次生ＳＳＨコース
と科学技術系クラブによる課題研究の口
頭発表を実施した。 

Ⅲ 今年度の取組を振り返って 

ＳＳＨ第４期の２年目を迎え、これまで
に挙げられた課題に今年度取り組むことで
次のような成果があった。①生徒の興味・関
心の喚起と知識・理解の深まり、意欲の向上
がみられた。②国際性育成の取組が一段と
充実した。③ＳＳＨ評価方法等検討委員会
にて、生徒の自己評価方法を改善した。ま
た、課題研究評価に試案を用いた。④高大接
続について、「高大接続研究会」の取組を進
めた。⑤理数科教員指導方法研究会を２回
実施し、ＳＳＨ事業の成果を他校の教員に
広めることができた。このような成果に対
して、課題も多くある。「科学的に探究する
力を育成する教育課程の取組の充実」、「融
合教科・科目での探究活動」、「高大接続に
向けた取組と本校ＳＳＨ事業の検証・評価
方法の改善」、「地域・学校で理数系探究活
動を牽引できる地域人材の育成」などが大
きな課題である。このような課題に向けて
来年度からも取り組んでいきたい。 
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 本校の第４期ＳＳＨ研究開発の目的として、「複雑で激しく変化していく社会の中で、多角
的・複合的な視点で事象をとらえ、主体的かつ徹底的に課題と向き合い考え抜きながら、新た
なイノベーションを起こす科学技術系グローバルリーダーを育成していく」ことを挙げた。そ
して、この目的を達成するため、次の目標に取り組んでいく。 

① 科学のトップランナーを育てる単位制教育課程の研究開発
―これまでの研究開発で得た単位制とコース制での成果を生かし、３年間を通して
主体的に探究・創造する力を系統的に育む教育課程の研究開発―

② 主体的に探究・創造する力を育てる指導法の研究開発
―教科の枠にとらわれない教科横断型の融合教科・科目の研究開発―

③ 国際的視野をもった科学技術系グローバルリーダーの育成を目指す教育プログラム
の研究開発―国際社会の中で活躍するために必要な資質・能力を育成する教育プログラ
ムの研究開発―

 以上のような目標への具体的な研究開発の概略として、特に教育課程や学校設定科目とその
指導法については以下のように取り組んでいく。 
（１）これまでの研究開発で得た単位制とコース制での成果を生かし、全生徒が３年間を通し

て探究活動を重視した科目を主体的に選択できるようにする。このことにより、科学的に
探究する力を系統的に育成するとともに、困難な課題に対しても徹底的に向き合い、新た
な価値を創造する力を育成する教育課程の研究開発を行う。

（２）教科の枠を越えて、多角的・複合的な視点で事象をとらえ、課題解決に向けて専門的な知
識･技能を総合的に活用していく力の育成を目指した教科横断型融合教科・科目の研究開
発を行う。 

具体的な教育課程の概観は次のようになっている。 
第１学年次については、全ての生徒を対象として学校設定教科「ＳＳＰ（スーパーサイエン

スプロジェクト）基礎」（３単位）を設定し、自然科学、情報科学、地域･生活の科学の各分野
を１単位ずつ履修する。
 第２学年次については、『ＳＳＨコース』の生徒を対象として学校設定教科「ＳＳＰ探究Ａ」
の各科目（「ＳＳＰ理数Ａ」「ＳＳＰ科学英語Ａ」「ＳＳＰ表現Ａ」各２単位）を設定し、「Ｓ
ＳＰ表現Ａ」を必履修、残り１科目を選択履修とする（計４単位）。ＳＳＨコース以外の理型・
文型生徒全員には「総合探究（「総合的な学習の時間」として、自然科学だけでなく社会科学や
人文科学も含めた分野での探究活動）」（各２単位）を新たに設定し、必履修とする。 
 第３学年次については、『ＳＳＨコース』の生徒には、引き続いて学校設定教科「ＳＳＰ探究
Ｂ」の各科目（「ＳＳＰ理数Ｂ」「ＳＳＰ科学英語Ｂ」「ＳＳＰ表現Ｂ」各２単位）を設定し、
「ＳＳＰ表現Ｂ」と第２学年次からの継続履修科目を必履修とする（計４単位）。また、ＳＳＨ
コースも含めた理型生徒全員には学校設定教科「理数探究」（２単位）を設定し、必履修とす
る。さらに、文型生徒には、各教科に Explore Subjects（「探究」を付した科目群（各２単位））
を設定し、生徒自らが主体的に興味・関心のある分野の探究活動を選択できるようにし、２単
位を必履修とする。

※ なお、今年度はＳＳＨ第４期指定の２年目であるため、３学年次は第３期指定での学校設
定教科を履修している。具体的に第３学年次生は、「ＳＳＰ発展Ｂ」の中から、「ＳＳＰ表現
Ｂ」をＳＳＨコース生全員必修とし、「ＳＳＰ数学Ｂ」「ＳＳＰ物理」「ＳＳＰ化学」「ＳＳＰ
生物」「ＳＳＰ地学」「ＳＳＰ奈良Ｂ」「ＳＳＰ科学英語Ｂ」の７科目から１科目２単位、合計
４単位を選択している。第３期指定においては、ＳＳＨ研究開発のこれまでの経験を踏まえ、
「表現ＡからＢ」、「数学ＡからＢ」、「理科から物理、化学、生物、地学」、「科学英語Ａか
らＢ」と継続履修とし、２年のスパンに渡って自分の興味・関心のあるテーマについての課題
研究を深めていくことができるようになっている。

第２章 学校設定教科・科目等の実践と内容及び効果 
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４ シラバス 

科 目 SSP 自然科学 学 年 1 年 2 年 3 年 教科書名 

教 科 SSP 基礎 類 型 共通 文型 文理型 理数型 副教材等 プリント 

単位数 １ 履修規定 必修 選択 備 考 

科目の概要 
 次年度の「ＳＳＰ理数」の履修に向けて、自然科学の各分野における基礎・基本を学びながら、生徒自ら研

究テーマを設定し、探究させる。 

科目の目標 
 「科学の芽」に育てるため、物理、化学の分野にわたり、実験・観察、課題研究を積極的に取り入れ、探究

させる。幅広い視野と探究心を育て、自ら考え問題を解決しようとする科学的態度と科学する力を育成する。 

年 間 の 学 習 項 目 

学期 単 元 学期 単 元 

１ 

オリエンテーション

シラバスについて

実験室の使い方・実験における心得

レポートの書き方

基礎自然科学実験 

（物理分野） 

第一次 自由落下の実験 

（化学分野） 

第一次 化学の基本法則と物質の分離の実験等 

〇ＳＳＨサイエンスツアーの実施 

〇各大学の公開講座及び実験 

２ 

夏休みの課題研究と探究活動の発表 

（物理分野） 

第二次  力学的エネルギーの実験 

（化学分野） 

第二次 化学の基本法則と酸塩基に関する実験等 

３ 

（物理分野） 

第三次 気柱共鳴の実験 

（化学分野） 

 第三次 酸化還元の実験等 

○生徒課題研究発表会

生徒相互による１年間の研究内容の発表と研究協議

○ＮＡＩＳＴサイエンスフェスティバル参加

生徒課題研究発表

○科学英語講座

この科目の評価は、次の観点・方法で行う。

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の技能・表現 知識・理解

・自然の事物・現象に関心や

探究心をもち、意欲的にそれ

らを探究するとともに、科学

的態度を身に付けている。

・自然の事物・現象の中に問

題を見いだし、観察・実験な

どを行うとともに、事象を実

証的、論理的に考えたり、分

析的・総合的に考察したりし

て問題を解決し、事実に基づ

いて科学的に判断する。

・観察・実験の技能を習得す

るとともに、自然の事物・現

象を科学的に探究する方法

を身に付け、それらの過程や

結果及びそこから導き出し

た自らの考えを的確に表現

する。

・観察・実験などを通して自

然の事物・現象についての基

本的な概念や原理・法則を理

解し、知識を身に付けてい

る。

・レポート提出やプレゼンテ

ーション

・日常の学習意欲や学習態度

・授業中の行動観察

・レポート提出

・授業中の行動観察

・プレゼンテーション

・レポート提出やプレゼンテ

ーション

学習のポイント／アドバイス等

積極的に観察・実験に取り組むこと。

図書館で調べ学習をしてもよい。
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�  
情報科の新学習指導要領（2022 年度から実施）の改訂の要点としては、「全ての生徒が，

プログラミング，ネットワーク，情報セキュリティ等の基礎について学ぶ。問題の発見・解
決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育成するため，問題の発見，設
計，制作，実行，評価・改善といった一連の過程に取り組む学習活動を重視。」となってい
る。これらの内容は、既にこれまでの「SSP 基礎（SSP 情報科学）」での実習等で取り組ん
できており、成果も挙げている。そこで、近年盛んに広がりを見せつつある「プログラミン
グ教育」について、本校においてもさらに積極的に取り入れていくことを進める。また、表
計算ソフトの概念と操作を学び、その学びを活用して、数学Ⅰの単元「データの分析」の学
習内容を深める。数学で得た知識を利用して、情報の授業で取り扱うデータ整理のための関
数について理解を深め、教科を横断した学習活動を進めることで、「問題の発見・解決に向
けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力」を育成する。 

�  

・パスワード設定の重要性とネットワーク（校内 LAN）の概念とその利用。
・文書入力の実習（Word を使用）･･･図表などの利用が効果的な表現になる。
・表計算ソフト（Excel を使用）･･･関数の入力、グラフの作成を習得する。
・プレゼンテーションソフト（Power Point を使用）･･･ 文字・図・グラフを利用したス

ライドが作成できる。
・著作権、情報セキュリティ等について学ぶ。

・問題解決の手段としてのコンピュータ利用を考える。
・モデル化とシミュレーションを学習し、特にモンテカルロ法によるシミュレーション検

証を行う。
・Basic や JavaScript などの様々なプログラミング言語を学習し、プログラムするための

アルゴリズムをしっかりと考えることができるようになった上で、自らの力で簡単なプ
ログラムを作成する。

・デイジタル化による情報表現の仕組みについて学ぶ。
・n 進法の説明および演習を行う。
・Excel の関数を用いて大量のデータの分析をし、各種統計量について演習を行う。また、

散布図を作成し、分布の様子について考察し、相関係数を計算する。 

�  

プログラミング学習については、基本的な内容から積極的に授業で取り入れることとな
った。はじめ難しく感じる生徒も多かったが、コンピュータを使った問題解決の方法を考
える訓練となり、意欲的で自主的な取組となった。 

情報セキュリティや著作権については法的な根拠も含めて理解を深めさせた。 
データ分析では、数学で共分散や標準偏差の理論を学び、相関係数を論理的に理解した

後、散布図と相関係数をコンピュータを用いて視覚的に観察することで理解が深まった。 

プログラミング実習においても、アルゴリズム等を考えながら論理的な思考や意志伝達
が重要であるということを認識してくれた。また、問題や課題の解決の一助として、コン
ピュータ利用が有効であることを理解し、そのための多様なスキルの習得にこれまで以上
に意欲的に取り組めるようになった。 

時間数が限られているので、効果的なプログラミング教育の方法について、その学習内
容や教材を精選する必要がある。また数学や理科等の教科間の連携を密にし、教科を横断
した課題解決の取組をさらに研究する必要がある。SNS 利用の機会が多い生徒に情報モラ
ルや著作権などの学習を学校全体の取り組みとして広げる必要がある。
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４ シラバス 

科 目 ＳＳＰ基礎・情報 学 年 １年 ２年 ３年 教科書名 最新情報の科学（実教出版）

教 科 ＳＳＰ基礎 類 型 共通 文型 文理型  理数
型

副教材等 な し

単 位 数 １ 履修規定 必修 選択 備 考

科目の概要 新学習指導要領の内容も見据えながら、情報活用能力を育成する。具体的には「情報活用の実践力」、「情報の科学的な理解」、「情報社会
に参画する態度」の３つの観点を踏まえ、「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」３つの柱に沿
って整理。

科目の目標 コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み、情報社会を支える情報技術の役割を理解させ、問題の発見・解決に向けて情報と情報
技術を適切かつ効果的に活用する力を育成する。

年 間 の 学 習 項 目

学期 単 元 学期 単 元 

１ 

２ 

○オリエンテーション １時間
・ＰＣルームの使用説明と校内 LAN の使用について
・タッチタイピングの登録と練習方法について

○探究活動
・ワード・エクセル・パワーポイントの使用法 ８時間

ワードによる文書作成 １時間 
エクセルに関数を設定する ５時間 
パワーポイントで簡単な自己紹介スライドをつくる ２時間 

・著作権・情報モラル・情報セキュリティについて ３時間
著作権について ２時間 
情報モラル・情報セキュリティについて １時間 

○課題研究
・コンピュータによる問題解決 １４時間 

モデル化とシミュレーション ３時間 
モンテカルロ法の検証 ２時間 
アルゴリズム ２時間 
プログラムの基本構造 ４時間 
簡単な自作プログラム作成 ３時間 

３ ○探究活動
・コンピュータの仕組み ３時間

ディジタルとアナログ １時間
コンピュータと２進数 １時間
論理回路について １時間

○探究活動
・表計算ソフトによるデータ分析 ８時間

データの整理 ２時間
データの分析 ２時間
エクセルによる散布図 ２時間
エクセルによるデータの相関 ２時間

この科目の評価は次の観点・方法で行う。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・コンピュータにおける情報のあらわ
し方や処理のしくみに関心をもち、問
題解決においてコンピュータを効果
的に活用しようとするとともに、情報
社会に主体的に対応しようとする。

・問題解決においてコンピュータを
効果的に活用するための方法を工夫
したり、結果をふまえて改善したり
するとともに、情報技術が社会にお
よぼす影響をふまえた適切な判断を
する。

・問題解決においてコンピュータを
活用するための技能を身につけると
ともに、情報技術が社会におよぼす
影響を理解し、問題解決においてコ
ンピュータを効果的に活用する。 

・コンピュータにおける情報のあらわ
し方や処理のしくみを理解し、問題解
決においてコンピュータを効果的に活
用するための科学的な考え方や方法を
身につけるとともに、情報技術が社会
におよぼす影響を理解している。 

・作品、課題提出
・日常の学習意欲や学習態度

・授業中の行動観察
・作品、課題提出
・考査

・授業中の行動観察
・作品、課題提出

・考査

学習のポイント／アドバイス等
積極的にコンピュータ実習に取り組むこと。プログラム作成や課題解決には、決まった方法だけでなく、いろいろな方法があることを理解する。
資料検索等の際には、インターネットを用いてもよいが、出所の真偽を確かめ、明らかにすること。
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Ϫ 㹑㹑㹎ᇶ♏㸦ᆅᇦ࣭⏕άの⛉Ꮫ㸧 

１.仮説
㒓ᅵのఏ⤫、文化、㌟近な生活等に対する探究活動を通ࡌて、地域に᰿ざした課題を見つ

け、その解決を┠指すことにより、୺体的に学習に取り組ࡴ意ḧやᅜ際♫会の中で新しい文化

を๰造・発信するຊを育成できる。 

㸰.研究㛤発の⤒⦋
(1) 研究テーマ「奈良の自↛⎔ቃ・自↛災害」 １年次生 2 3 名  指導教諭 ➉அ内 భு 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

「奈良の自↛⎔ቃ」

1 ) 大和ᕝの今㸦㸱人㸧

ởᰁが問題とされている大和ᕝについて㸪上ὶと下ὶのỈ質調査

2 ) ケから見た᫓日山の自↛㸦㸱人㸧ࢥ

᫓日山㐟Ṍ道にて生ᜥしているࢥケの特定と市⾤地に生ᜥしているものとの比較調査

3) 㮵の஺通஦ᨾをῶらࡏ㸟㸦㸱人㸧

奈良という観光地における㮵の஺通஦ᨾῶ少を┠指す現実的な方⟇の提ゝと調査

4 ) 奈良自↛の南໭比較㸦㸱人㸧

ᅵ・Ỉ・ᮌの୕観点から奈良の自↛について南໭の⎔ቃの比較検証

「奈良の自↛災害」

1 ) 奈良地㟈にࡈ用心㸦㸱人㸧

奈良県の地㟈の特ᚩや⿕害ண想の調査と地㟈ண についての考察

2 ) ྎ㢼にഛえて㸦㸲人㸧

ྎ㢼や大㞵の対⟇㸪気象ண報の基‽などの調査

3) 奈良にὠἼはくるのかこないのか㸦㸲人㸧

ᾏに㠃していない奈良県でὠἼは㉳こりえるのか㸪大和ᕝからのὶධを考えたシ࣑ュ

レーションと考察

(ｲ)活動状況 

文献調査だけでなく、実験やシ࣑ュレーション、現地調査などを行った。 

(ｳ)成果の取りまとめ 

研究内容は個人ࡈとのレポートと⌜ࡈとのポスターというᙧᘧで取りまとめた。 

②生徒の様子

実験やシ࣑ュレーション、現地調査などを行ったことで、文献やインターネットなどを用

いた調べ学習ではなく、探究活動を行うというᙉい意ᚿを感ࡌられた。おのおののレポート

結果を持ち寄り、仮説検証していく様子は㠀ᖖに๓向きであり、課題研究に対しての大きな

୍Ṍになった。 

(2) 研究テーマ「生き≀」    １年次生 34名 指導教諭 ᭷㤿୍㉈ 

 指導教諭 大ᕝెு

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

 関心ある分㔝が近い者ྠኈの 9⌜をᙧ成し、⌜ࡈとに、取り組み対象となる研究テーマ

を議論しながら⤠り㎸んだ。その結果、以下のような 9テーマが確定した。

1) 奈良から㮵がいなくなったら 㸦５人㸧

ᴫ要㸸㮵の生態や㮵による影㡪について調べ、㮵↦㣰も実際に制作して考察していた。

2) アライグマの⿕害㸦㸱人㸧

ᴫ要㸸アライグマによる問題、⿕害状況を調査し、その解決法を考察した。

3) 大和郡山市の㔠㨶㸦５人㸧
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 ᴫ要㸸大和郡山市の㔠㨶による⾤の発ᒎ方法を考察した。

4) ニ࣍ン࢜࢜カ࣑㸦㸱人㸧

ᴫ要㸸ニ࣍ン࢜࢜カ࣑が⤯⁛するまでの歴史と、෌び住めるための⎔ቃ作りについて

考察した。 

5) 奈良県内のセアカࢦケグࣔ㸦㸲人㸧

ᴫ要㸸県内のセアカࢦケグࣔの分ᕸ図をアンケート調査により制作した。

6) బಖᕝのỈ質調査㸦㸱人㸧

ᴫ要㸸బಖᕝに生ᜥするỈ生生≀から、బಖᕝのỈ質について調査した。

7) 㮵について㸦㸱人㸧

ᴫ要㸸㮵による⿕害を調査し、㮵とのඹᏑについて考察した。

8) ῐỈ㨶研究㸦㸱人㸧

ᴫ要㸸県内に生ᜥするỈ生生≀をᤕ⋓し、その生態を調査した。

9) ≟⊧のಖㆤ㸦５人㸧

ᴫ要㸸県内の≟⊧のẅฎ分の現状を調査し、それをῶらすためにはどうすべきか

考察した。

  (ｲ)活動状況

研究指㔪や仮説を❧て、それを❧証するための調査方法や調査ඛもヰし合い、ࣇィール

ド࣡ークにもฟ向くことで、より活発的で探究的な活動が行われていた。

  (ｳ)成果の取りまとめ

研究内容は個人ࡈとのレポートと⌜ࡈとのポスターというᙧᘧで取りまとめた。

②生徒の様子

アンケートや現地調査を行う中でから、それらに対する、さまざまな興味深い考察がฟ᮶

ており、生徒達の自↛⛉学に対する興味・関心や▱㆑がより深まった。また探究活動を通し

て、୺体的に活動ィ⏬を❧て行動するຊが㌟についていた。

(3) 研究テーマ「奈良のᘓ⠏」 １年次生 1 8 名  指導教諭 ྂ㇂ᫀ広 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

 奈良県内に現Ꮡする歴史的ᘓ造≀㸦⚄♫・௖㛶・⏫ᒇなど㸧のなかで、特に興味㺃関心

のあるものを取り上げ、そのᘓ⠏≀のᮦᩱやᕤ法、歴史的背景等を以下のテーマに分け

調査した。 

1) 㺀⏫ᒇビ࢛ࣇーアࣇター㺁

2) 比と⪏㟈性

3) Empty Shine
4) 今と᫇のᘓ⠏様ᘧ

5) おᑎの今のカタチ

(ｲ)活動状況 

 ୍人୍人が奈良のᘓ⠏≀を調査し、テーマの原᱌を考えた。その原᱌を講座内で発表

し、஫いに意見を஺わして原᱌を⦎り上げ、研究テーマを⤠り㎸んだ。そして、各研究

テーマについて興味関心がඹ通する生徒ྠኈでグループをᵓ成した。

(ｳ) 成果の取りまとめ

研究は、情報の収集、その情報からの仮説の設定、仮説の検証という作業を㍈に行っ

た。各作業において、インターネットによる検⣴、大学や௻業のᑓ㛛ᐙへの㟁子࣓ール

によるインタビュー、実験、現地調査㸦興⚟ᑎなど㸧、ᰯ内アンケートなどを実施した。

౛えば、ᮌᮦと☢▼から模ᆺを制作し、⪏㟈性について実験する⌜もあった。研究結果

をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

②生徒の様子

 ᭱ึは仮説を考え、その検証方法を考えることにᡞᝨっていたが、グループ内でのヰし

合いを通して、より෇⁥に୺体的に活動するようになった。実際にᑎを調査したことで、

ண想外の発見をし、ᙜึのテーマとは㐪う研究テーマになった⌜もあった。１᭶の講座内

発表では、௚の発表を⇕心に⪺く姿が見られた。
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(4) 研究テーマ「奈良のఏ説」と「奈良のఏ⤫技術や⛉学史」

１年次生 2 0 名  指導教諭 今஭┤ᶞ 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

関心ある分㔝が近い者ྠኈで㸲⌜をᙧ成し、⌜ࡈとに取り組み対象となる研究テーマを議

論しながら⤠り㎸んだ結果、研究テーマูにそれࡒれ以下のような㸰テーマが確定した。 

「奈良のఏ説」 

1) ᫓日大♫とその⚄々㸦㸲人㸧

ᴫ要㸸᫓日大♫に♭られている⚄々の生き様と、なࡐᚚ⵹山の地に᫓日大♫がᘓてら

れたのかを調査した。 

2) 奈良のఏ説の動≀㸦㸲人㸧

ᴫ要㸸ఏ説の動≀であるⓑい㮵、ඵဉⅲ、㔠㬰を調査した。

「奈良のఏ⤫技術や⛉学史」 

1) 奈良のఏ⤫ᕤⱁရ㸦５人㸧

ᴫ要㸸ఏ⤫ᕤⱁရである௖ീ、奈良➹、ᰁ色、Ⲕ➾、奈良ቚを調査した。

2) 奈良をテーマにした⟬㢠㸦㸵人㸧

ᴫ要㸸ㄯ山⚄♫のけまり⚍をテーマに㸴人で行う㋾㠭に࢜リࢼࢪルルールを設定し

て、⟬㢠を作成し、「➨ 21ᅇ⟬㢠をつくࢁうࢥンクール」に応ເした。 

  (ｲ)活動状況 

 情報機ჾの活用や、図᭩㤋で文献を検⣴するという情報収集を行った。実際にᰁめ≀を

作成するなどの活動的な手法もとられた。収集した情報をᩚ理し、レポートを作成し、プ

レࢮンテーション㈨ᩱの作成をした。発表会で研究内容のプレࢮンテーションを行い、஫

いにᢈ評・評価しあった。

  (ｳ)成果の取りまとめ 

研究内容は⌜ࡈとのレポートとプレࢮンテーション㈨ᩱで取りまとめられた。 

②生徒の様子

自らの関心に基づき自らが㈐௵を持って決めたテーマであることから、㠀ᖖに✚ᴟ的な活

動がᒎ㛤された。本活動に取り組ࡴことで、「௚者の意見を取りධれながら１つの結論をᙧ

成していく」プロセスの୍➃を体感できた。また、発表会を行うことで、プレࢮンテーショ

ン⬟ຊも㣴われた。

(5) 研究テーマ「奈良のᑎ♫௖㛶」 １年次生 1 7 名  指導教諭 ྜྷᮧ ᝡ 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

ラン࣒ࢲでグループを組まࡏ、㸱人ないし㸲人の⌜を決定した。その後、⌜員でヰし

合い、奈良のᑎ♫௖㛶に関わるテーマを決定さࡏた。 

  (ｲ)活動状況 

各グループで研究を㐍めながら、現地調査や生徒アンケートにより、ከくの情報を収

集することを心がけた。㐺ᐅ、㐍ᤖ状況を確ㄆしながら、調べ学習のᯟに収まらないよ

うに考察をするよう指♧した。 

(ｳ)成果の取りまとめ 

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。 

②生徒の様子

 奈良県Ẹである生徒にとって、ᑎ♫௖㛶は比較的なࡌみのある研究対象であったようだ。

全ᅜ的に᭷名な興⚟ᑎや法㝯ᑎ以外にも、地ඖの⚄♫や、」ᩘのᑎ♫௖㛶の比較など、各⌜

ᕤኵをจらして研究を㐍めていた。研究テーマの決定から研究発表までを体験したことで、

探究活動に必要な基本的な技術や態度は育成されてきた。
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(6) 研究テーマ「奈良の歴史的人≀・歴史」  １年次生 17 名  指導教諭 ᰗ⏣ ᫀ๎

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

奈良の歴史的人≀㸲人㸦⚄Ṋኳⓚ・行基・後㓬㓮ኳⓚ・ᰠ本人㯞࿅㸧のㄡか１人を興味・

関心に応ࡌて㑅ᢥし、グループを作る。それࡒれのグループでポスター発表に向けて୺テ

ーマを決定し、ᙺ๭分ᢸを決め、情報を収集する。

(ｲ)活動状況

㑅ᢥした歴史的人≀について、個人で興味・関心のあるテーマを決め、その内容につい

て調べる。

1) 各自で設定したテーマに応ࡌて、㈨ᩱ収集を行う。

2) 収集した㈨ᩱをもとにレポートを作成することで、調査研究の内容を深める。

また、࣓ンバー内で情報をඹ᭷し、必要に応ࡌて討議する。

3) 調べた内容を発表する。

(ｳ) 成果の取りまとめ

ポスターを作〇し、講座内発表を行う。

1) ࣓ンバーでポスター内容を⇍考し、意見を஺わしながら作〇する。

2) 発表者は発表原稿をつくり、᥎ᩙする。

3) 作〇したポスターを用いて、講座内で発表し、௚のグループと┦஫評価を行う。

②生徒の様子

インターネットや広報誌等を利用し、自୺的、✚ᴟ的に行動したが、仮説と᥎論という

㍈でテーマを決めることにⱞ៖していた。それまでにない視点で歴史上の人≀の姿に㏕る

ことで、教⛉᭩では学べない▱㆑がᚓられた。௚方、グループ内でのඹྠ作業をとおして、

グループ࣡ークの意⩏についても理解できたと思われる。

(7) 研究テーマ「奈良の史㊧や㑇㊧」「奈良の歴史」１年次生 2 2 名 指導教諭 ᚨỌ᪩᭶

①実施内容

(ｱ)テーマ設定

ኟᮇ休業中に各自興味のある分㔝について調べた結果を持ち寄り、⌜ࡈとに議論をおこ

ない、ඹ通点や⌜の࣓ンバーの関心のあるテーマなどから、研究していくテーマを 1 つに

決定した。

1) ᮾ大ᑎとその࿘㎶の♫ᑎ௖㛶について

2) ᯈⵌᐑについて

3) ᖹᇛ京について

4) 奈良に都をおいた理⏤

5) 㑧㤿ྎᅜ␥内説と஑ᕞ説の比較

(ｲ)活動状況 

図᭩㤋での文献調査を中心に、インターネットも用いて調査した。また、୓ⴥ文化㤋や

ᯈⵌᐑでのࣇィールド࣡ークもおこなった。

(ｳ) 成果の取りまとめ

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

②生徒の様子

 調べれば新たな疑問がฟてくるような興味の‪くテーマを設定するのが㞴しく、テーマ

設定に㞴⯟するグループがከくあった。しかしテーマが決まれば、グループ内で分ᢸして

各自調査にあたり、その情報をヰし合って、ポスターにまとめていた。またࣇィールド࣡

ークをおこない、史㊧や㑇㊧を実際にṌいたり、学ⱁ員に質問したりするなど、✚ᴟ的な

活動も見られた。ポスターを作る際には、視ぬ的なᕤኵをおこなうグループもあった。

(8) 研究テーマ「奈良のఏ説について」 １年次生 21 名  指導教諭 ᳃ᓥ 㑥ె

① 実施内容

(ｱ) テーマの設定

ྂ஦グや、日本᭩⣖、日本㟋␗グ等にグ㍕されている奈良に関する文献や㈨ᩱを読み、興
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味㺃関心のある஦㡯を取り上げ、それに関する人≀や⚄♫等をさらに᥀り下げ調査した。

1)「⊃岡⚄♫について」

2)「ྂ஦グと⛳⏣㜿♩について」

3)「ྂ஦グと大⚄⚄♫」

4)「ᮅ㩭と大和ᮅᘐ」

5)「道場法ᖌと㨣」

(ｲ)活動状況

୍度決めたテーマに何度も修正をຍえながら、᭱⤊的なテーマ᥀り下げていった。各グ

ループで研究を㐍めながら、ྍ⬟な㝈りࣇィールド࣡ークや⪺き取り調査を行ったり、文

献等も利用したりしながらよりከくの情報を収集することを心がけた。ࣇィールド࣡ーク

については「㈽ኴ⚄♫」「大⚄⚄♫」「⊃岡⚄♫」「ᖖ㝣⚄♫」にそれࡒれの研究グループが

行き、現地のᘓ造≀調査やᐑྖや⚲ᐅへの⪺き取り調査を実施した。文献についても、イン

ターネットだけでなく、図᭩㤋や現地調査で┤᥋お೉りするなど、ྂい文献㈨ᩱも大いに

利用した。このような取組によって研究内容の深化をはかった。

(ｳ)成果の取りまとめ

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

② 生徒の様子

このテーマに集まった生徒はྂ஦グや奈良のఏ説に関心の㧗い生徒ばかりである。さらに、

ྂ஦グやఏ説に関するከくの情報を調査していく中で、その内容や⦅⧩に関する疑問や関心

のあるテーマが᫂確になり、より意ḧ的な活動が見られるようになった。⚄♫の成り❧ちや

⚄々の⤒⦋、ྂ஦グ⦅⧩の⛳⏣㜿♩のㅦについて文献調査やࣇィールド࣡ーク、⪺き取り調

査等、グループࡈとに୺体的に情報を収集していった。また、大和ᮅᘐとᮅ㩭の関係について

も大⫹にண想していくなど課題をさらに深めていく姿勢が㢧ⴭであった。文献㈨ᩱの読み方

や質的・㔞的な問題点もከいが、研究テーマの決定から研究発表までを体験したことで、探究

活動に必要な基本的な技術や態度は育成されてきた。

㸦9㸧研究テーマ「ゝㄒ文化」 1 年次生 1 9 名  指導教諭 㮵ᓥ୕჆

①実施内容

(ｱ) テーマの設定

1 ) ྂ都奈良のわらべうた

2 ) 奈良の方ゝ

3) 歴史に見る奈良の地名

4 ) 地名の⏤᮶とኚ㑄

5 ) うさんあるで㸟奈良の方ゝࡻࡂ

(ｲ)活動状況

・図᭩文献 … 全⌜ ・インターネット … 全⌜

・本ᰯ生徒、職員にアンケート … 1 ⌜、5 ⌜

取ᮦ㸧͐ 1࢜ࢪィールド࣡ーク㸦奈良市㡢ኌ㤋、Ⲩ஭ᩔ子ඛ生スタࣇ・ ⌜

ィールド࣡ーク㸦奈良市史ᩱಖᏑ㤋㸧͐ 3ࣇ・ ⌜

(ｳ)成果の取りまとめ

研究内容は個々の課題にもとづいたレポート作成と、各⌜作成のポスター発表というᙧ

でまとめられた。講座内発表ᙜ日は┦஫評価を行った。

②生徒の様子、研究の成果

それࡒれのテーマにおいて、各々の方法で研究、分ᯒなどの㐣⛬を興味深く取組んでい

た。どのテーマも地域性や地ᙧ、歴史の要ᅉや文化の影㡪などから深く関わりがあること

を発見していた。アンケートを用いた⌜は、調査の結果が᫂確にฟていることから、地域

の歴史や、時௦、ୡ௦による生活感の㐪いから཯ᫎされたものと考えるなど興味深く分ᯒ

を行っていた。わらべうたの⌜はその歴史的背景、教育的価್、ఏ⤫文化をఏえていく意

⩏を深く学んでいた。
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(10) 研究テーマ「奈良の㣗文化」  １年次生 41名  指導教諭 ᐆᐁ⨾㕥 

  ᳃⏣❶子

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

「奈良の㣗文化」をテーマとした。奈良県特⏘の㎰⏘≀、㒓ᅵᩱ理などを研究し、その研

究成果を発信して奈良の㨩ຊをከくの人に▱ってもらうことを┠的とし、ኟᮇ休業中に各

自が研究を㐍めていたテーマをもとに、研究の分㔝がඹ通する者で集まって㸷⌜に分かれ

た。さらに個人の研究を⤫合・発ᒎさࡏたᙧで各⌜の研究テーマを設定した。 

1) 奈良タルト

2) ྂ都アレンࢪ現௦㢼㹼Ⲕがࡺとわらび㣰㹼

3) ᰠ

4) 奈良の㣗ᮦ㹼大和㔝⳯・大和∵・⻏⻤㹼

5) ⚾たちの▱らないかきịのୡ⏺

6) ならまち⤂௓

7) 奈良を᭷名にする㣗べ≀

8) ならࡈおり

9) ᰠのⴥずし

(ｲ)活動状況

ィールド࣡ーク、調ࣇ、とのテーマにἢって、研究に必要な㈨ᩱ収集やアンケートࡈ⌜ 

理実習等を実施した。調べた内容をもとに⌜ࡈとにヰし合い、考察を深めた。  

(ｳ)成果の取りまとめ

研究内容について各自の設定したテーマでそれࡒれレポートを作成し、それと୪行して、

⌜としての研究テーマに基づく発表内容をヰし合った。ポスター作成の際は、見やすいᵓ図

を考え、写真やグラࣇをῧ௜するなど、わかりやすく印象に残るポスターになるようにᕤኵ

した。発表に際しても、ᙺ๭分ᢸを┦ㄯしリࣁーࢧルをして発表に⮫んだ。発表ᙜ日は┦஫

評価を行った。

②生徒の様子

 いずれの生徒も✚ᴟ的に取り組んでいた。仮説を❧て、その検証をするためにアンケート

を実施し内容を分ᯒしたり、⣲ᮦをኚえて㢼味や見た┠を比較する調理実習を行ったりし

て研究を㐍めた。また、現地に㉱いて調査活動をすることで、ఏ⤫的な奈良の姿と現在の奈

良の姿とのつながりに気づいた生徒たちもいた。ࣇィールド࣡ークや実習を通して奈良の

ఏ⤫や㣗ᮦについての関心を深め、その⣲ᬕらしさを෌ㄆ㆑するとともに、だからこそከく

の人に奈良の良さをఏえたいという意ḧが、研究や発表への⇕意につながったと考えられ

る。各⌜でᙺ๭を分ᢸし、協ຊし合いながら意ḧ的に活動することによって成果を上げるこ

とができた。 

(11) 研究テーマ「奈良の文学」「奈良の⏘業」「奈良のⱁ⬟・スポーࢶ」

     1年次生 22名 指導教諭 ᮌᡞ㔛⨾ 

① 実施内容

(ｱ)テーマの設定

奈良に⦕のある͆文学・⏘業・ⱁ⬟͇や人と≀について調べ、⤂௓や情報発信できるよ

うになることを┠的に㸲つの⌜に分かれ研究を行った。 

1) ᚿ㈡┤ဢについて㸦文学㸧

2) ྂ஦グについて㸦文学㸧

3) 大和郡山市の㔠㨶について㸦⏘業㸧

4) 奈良県のࡺるキࣕラについて㸦ⱁ⬟㸧

  (ｲ)活動状況

テーマにἢって図᭩㤋などで調べ学習を行った。さらに⌜ࡈとでアンケート調査、イ

ンタビューやࣇィールド࣡ークを実施した。

1) ᚿ㈡┤ဢᪧ居へฟかけ、ᘓ⠏方法や住まい方についての見⪺を広め、㧗⏿ࢧロンと
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࿧ばれたᙜ時の住居の様子についてレポートした。 

2) 各生徒の興味関心のある⚄ヰఏ説について、文献を調べヲ⣽なレポートをまとめた

3) 大和郡山市の㔠㨶㣴Ṫについて、ኟᮇ休業中に㣴Ṫ業の方の見学にฟかけた。その

後、業者の方にインタビューを行い、業ົ内容やⱞປされていることなどを⪺いて、

これからの課題を▱ることができた。地場⏘業の発ᒎについて考えることができた。

4) 県内のࡺるキࣕラについて、１年生全生徒対象に意㆑調査を実施した。結果からࡺ

るキࣕラのあり方、活用方法、今後のᒎ望などについて考察した。

(ｳ)成果の取りまとめ

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

②生徒の様子

活動は生徒が中心となってィ⏬および実施した。その中で✚ᴟ的に探究活動に取り組ࡴ姿勢が

みられた。 

(12) 研究テーマ「奈良の観光」   １年次生 15 名  指導教諭 㜰本真生

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

観光㠃から奈良の㨩ຊを研究し、奈良の㨩ຊをたくさんの人に▱ってもらい、少しで

もከくの人に奈良に足を運んでもらうことを┠的とする。あらかࡌめኟ休み๓に㸱⌜に

分かれて研究テーマを設定し、それࡒれの⌜でኟ休み中に研究を㐍めた。

1) 改善しよう㸟奈良の不‶点

奈良への観光ᐈをቑやすため、外ᅜ人観光ᐈや奈良県の居住者にアンケートを取り、奈良

県観光の不‶点を改善する方法を考察する。

2) 奈良にもあったインスタᫎえカࣇェ

奈良ではスイーࢶやカࣇェでࣈー࣒を㉳こしつつあるため、インスタᫎえするカࣇェを調

べてⱝ者の観光ᐈを集める。

3) 奈良の観光地⤂௓

᭷名な観光地だけではない奈良の㨩ຊがఏわる観光プランを提᱌し、わかりやすい観光マ

ップを作成する。

(ｲ)活動状況

。ィールド࣡ーク、アンケートを実施したࣇれの研究に必要な㈨ᩱ収集やࡒとにそれࡈ⌜

自分たちの調べた内容をඖに考察を深めた。

(ｳ)成果の取りまとめ

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

②生徒の様子

ኟ休みから研究を㐍めていたこともあり、㠀ᖖに意ḧ的であった。全ての⌜で外ᅜ人観光

ᐈへのアンケートに取り組み、それࡒれの⌜でᕤኵをจらしたアンケートを実施した。᭱ ึ

はⱥㄒでኌを᥃けることに⥭ᙇした様子であったが、すࡄに័れて✚ᴟ的に観光ᐈにኌを᥃

けることができていた。アンケートの結果を基に考察を深め、生徒୍人୍人が観光地として

の奈良の㨩ຊに気௜くことができた。また、⌜の中でᙺ๭分ᢸをして、全員が協ຊして研究

を㐍めていた。

(13) 研究テーマ「地域の⤂௓」 １年次生 37 名  指導教諭 ὸ஭ 㝯子

  ᑠᯇ ♸ᶞ 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

奈良の⚍、័習、特⏘≀、ᅵ⏘、࣡ࣃースポット、㞃れた名ᡤについて、研究したいこと

を⡆༢に⤂௓する。講座内で題ᮦをヰし合い、テーマを決めた。そして講座内の௚の生徒と

ヰし合う中で、興味・関心がよくఝたテーマをඹ᭷する者で研究グループをᵓ成した。 

(ｲ)活動状況

各グループで研究を㐍めながら、現地取ᮦや現地でのアンケート調査を体験することによ

り、ከくの情報を収集することを心がけた。また情報収集については、インターネットだけ
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でなく各市⏫ᮧの観光センターなどをゼ問し、㈨ᩱをධ手して利用するグループもあった。

(ｳ)成果の取りまとめ

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

②生徒の様子

このテーマに集まった生徒は、奈良の観光の㨩ຊを発信することに関心の㧗い生徒ばかり

である。さらに、各グループのテーマについて、奈良県の情報を調査していく中で、ఏ⤫的

な歴史的背景の内容を取りධれ、各自の疑問や関心のあるテーマが᫂確になり、より意ḧ的

な活動が見られるようになった。

(14) 研究テーマ「地域の課題」     １年次生 20名  指導教諭 ྜྷᮧ 㞞子 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

５グループに分かれ、研究を㐍めることに決定した。

1) 奈良県のᐟἩ施設の現状と課題㹼ࢤスト࢘ࣁス㹼

2) 奈良県の㐣␯化について

3) 奈良の㨩ຊ෌発見の᪑㹼奈良県の観光業を発ᒎさࡏるには

4) Ợら見㐣ࡈしていいものか㹼奈良県の林業

5) 奈良県の MONEYなヰ

(ｲ)活動状況 

  ኟ休みから１᭶にかけて、図᭩㤋のⶶ᭩やインターネットを利用、ᮾ大ᑎでの観光ᐈイ

ンタビューや、᪑行会♫ゼ問、ᰯ内でのアンケート実施等、各⌜に分かれて✚ᴟ的に活動

した。

(ｳ)成果の取りまとめ

各グループとも㊃向をจらしたポスターを作成し、発表方法においてもスキットを取り

ධれたり㺂ᑠ道ලを౑ったりするなど、さまざまなᕤኵが見られた。

②生徒の様子

 ᭱ึから問題意㆑をもち、どのグループも放課後や休み中にも集まって活動する࡯ど大

ኚ⇕心に作業を㐍めていた。㏵中テーマを୍部ኚ᭦したグループもあったが、発表に向け

て意ḧ的に調査、㈨ᩱᩚ理、ポスター作成に取り組んだ。また現地調査も✚ᴟ的に行い、

文Ꮠ㈨ᩱだけではわからない問題点も発見して研究を深めていた。 

③研究の成果

 自ら୺体的に行動する஦によって㺂ᬑ段のᤵ業などでは学習できないようなことを学び、

奈良に対する▱㆑や教㣴を深め、よりឡ╔を感ࡌたようである。また課題解決のためにで

きることを自分たちなりに考え、ࣘニークな発想のものも見られた。 

(15) 研究テーマ「奈良の特色」 １年次生 18 名  指導教諭 大Ⳣ ᬸ子

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

1) 奈良と京都の㐪いとは㸽

 観光⏘業を中心に、奈良と京都の観光ᐈᩘ、ᐟἩ者ᩘの比較を行い、奈良の観光ᐈᩘ、

ᐟἩ者ᩘが少ない原ᅉを調査、検証した。 

2) 奈良の人ཱྀと人ཱྀᐦ度

奈良に住んでいる人達に教育、人ཱྀᐦ度等の点についてアンケートをとることによっ

て、実際の住み心地や今後の発ᒎについてどう考えているかを考察した。

3) 奈良県の観光について

外ᅜ人にインタビューをすることにより、奈良の観光をより活性化するィ⏬を考えた。 

4) 奈良とṌࡴᮍ᮶

奈良県は観光名ᡤのᩘがከいにもかかわらずゼれる観光ᐈᩘの少なく、ᐟἩ者ᩘも少

ない。その原ᅉを検証するとともに、ᐟἩ者ᩘをቑやすᕤኵを考えた。

5) 奈良県南部のྜྷ㔝林業と南部活性化᱌
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奈良県庁林業振興課及び観光課にインタビューに行き、南部を活性化することにより、

奈良県全体を活性化する方法を探った。 

6) 奈良県のふるさと納税を活性化するには

奈良県はふるさと納税の人気自治体ランキングにおいて下位に位置している。この状

況を改善するためにどうすればいいのかを考察した。 

(ｲ)活動状況

奈良の特色として挙げられることを各グループで考え、仮説に基づき、アンケートやイン

タビューによる調査、検証を行い、これからの奈良県に求められるものは何か考察した。

(ｳ)成果の取りまとめ

結果をレポートにまとめるとともに、ポスターを制作し、研究発表を実施した。

②生徒の様子

インターネットや県広報誌等を利用する、実際にアンケートをとりに行ったり奈良県庁ま

で行って県政に関わっている職員の方にインタビューを行ったりするなど、文献だけに頼ら

ず自分の足で情報を集めようとする姿勢が印象的であった。講座内発表もただの発表ではな

く、質疑応答を含めて活発なディスカッションが行われた。

(16) 研究テーマ 「奈良の交通」   １年次生５名  指導教諭 岡 信安 

①実施内容

(ｱ)テーマの設定

県内の鉄道の歴史を学ぶことによって現在の路線が確定した背景を理解した。その上

で、現状も学習することによって浮かび上がってくる問題点・課題について考察を深め、

研究テーマを設定する上での参考にした。 

1) 奈良の鉄道の歴史とリニア誘致

(ｲ)活動状況

文献やインターネットを用いて情報収集を行った。また、放課後や休日を利用してテー

マに関係する県内各地に足を運び、写真撮影等現地調査を行った。それらの成果を各個人

がレポートにまとめた。

(ｳ)成果の取りまとめ

個人で作成したレポートの内容を持ち寄って、グループで討議し、研究成果を模造紙

にまとめ、ポスターセッションを行った。 

②生徒の様子

生徒の感想として、「廃線になった路線の中には、今もあれば便利だと思うのに、なく

なって残念だ」「ＪＲと近鉄の乗り換えが不便であるということが改めてわかった。」と

いう意見があり、この学習を通して自分の居住地域以外の奈良県のさまざまな地域に対し

て興味・関心をもつきっかけになった。 

リニア誘致は、距離のロスを少なくし、また、災害時の輸送手段の分散化という観点か

ら京都府ではなく、奈良県に新駅を設置するべきであり、その場合、奈良県南部の活性化

を図る意味で大和郡山市に設置するべきだという結論に達した。ふだん通学等で何気なく

利用している鉄道に対して、利用者からの視点で疑問点・改善点・要望を考える機会にな

った。

③研究の成果

研究テーマの決定から研究発表までを体験したことで、探究活動に必要な基本的な技術

や態度は育成された。講座内発表後も、学年発表に向けて各評価シートのアドバイスを参

考に、ポスターの修正や読み上げる原稿をチェックして妥協すること無くグループで取り

組み、課題研究を行った。また、昨年度と比較して、文献やインターネットなどの調べ学

習のみにとどまらず、アンケート調査や、インタビュー、公的機関へ自ら連絡して情報提

供を求めるなど、様々な方法で設定した研究テーマの探究に努めた。
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AI 

１ ௬説
生徒たちがもつ科学に対するイメージは、まだまだල体性に欠ける部分が多い。そこで、自

↛科学ཬびその関㐃分㔝について、大学や◊✲機関等から多様な分㔝の講ᖌをᣍ⪸し、講義を受
けることにより、ල体的内容を知るとともに、最先➃の内容にゐれ、生徒の興味・関心を深める。
また、ᑗ来㐍む࡭き方向を考えるきっかけとなり、そのために௒身に௜けて࠾かなけれࡤならな
いス࢟ルについて෌認㆑させ、自らのࣕ࢟リアデࢨインを行う動機௜けとできる。
㸰 ◊✲開発の⤒⦋

自↛科学ཬびその関㐃分㔝について、大学や◊✲機関等から多様な分㔝の講ᖌをᣍ⪸し、本
年ᗘはᨺㄢ後を฼用し、㸶講ᗙをタᐃした。生徒は、ྛ自の興味に応じて、タᐃされた講ᗙの中
から自⏤に㑅ᢥする。

(1) 講ᗙ概要
ձ 「ネࢥのẚ㍑認知科学」

ி㒔大学文学◊✲科 ༤ኈㄢ⛬ Ⲩᇼ みのり 先生
(ｱ) 講演内容

まず、自ᕫ⤂௓をしていただいた。講ᖌのⲨᇼみのり先生は、ி㒔のබ立高ᰯを༞業後、ி
㒔大学へධ学された。ඖ々文⣔だそうだが、現ᅾはデータ分ᯒやࢤノム解ᯒなど、理⣔分㔝に
も関わる◊✲をされている。ネࢥの生ែに興味をᢪき、ಟኈㄢ⛬、༤ኈㄢ⛬に࠾いてネࢥを対
象としたẚ㍑認知科学分㔝の◊✲を㐍めて࠾られる。

次に、◊✲内容とその成果を講演していただいた。１.「ẚ㍑認知科学でネࢥとイࢾをẚ㍑
する」では、ペットの㉳※からはじまり、人Ⅽ的Ὲửの結果でᐙ␆化が㉳こったこと、そして、
イࢾに対してネࢥの実㦂が難しいことを説明していただいた。単体の行動観察では◊✲が難し
いネࢥの生ែ等を、イࢾや௚の動物とのẚ㍑で◊✲していくということであった。㸰.「ネࢥに
は何ができる？」では実㝿のネࢥを対象にした様々な実㦂を、３.「ネࢥのṔྐ」では、ネࢥの
ᐙ␆化のṔྐをࡦもとき、文字㏻りネࢥのṔྐからネࢥ科の単独性、⫗㣗であることなどを述
という௬説を立て「トが㣫い័らしたࣄはࢾトを気にධり、イࣄはࢥネ」、られた。そして࡭
られていた。

最後に、௒後のさらなる◊✲として、ࢤノム解ᯒによる㑇伝的◊✲を行うᛮいを述࡭られ
た。ඖ々文⣔であったⲨᇼ先生が、௒は理⣔でも行う◊✲方ἲを㐍めて࠾られるという内容を
⪺いて、生徒㐩の㐍㊰㑅ᢥのᖜもᗈがったようにᛮう。

(ｲ) 得られた成果と生徒の反応
講演後、生徒から「ネࢥにඃしさはあるのか？」、「ネࢥに不බᖹ感はあるのか？」といっ

た㉁問がなされた。また、全体会解ᩓ後のಶ別㉁問の時間でも㠀ᖖに多くの生徒が講ᖌ先生に
㉁問して࠾り、඘実した講演内容だったようにᛮわれる。アンケート内容にも、「ẚ㍑実㦂に
よる分ᯒは高ᰯ生には新㩭で㠃白かった」など、興味関心をᣢって講演に⮫めたようにᛮう。
㠀ᖖに᭷意義な時間であった。

ղ 「ඹ᭷結ྜって何だろう？」
ி㒔大学大学㝔理学◊✲科 教授 ໭川 ᏹ 先生

௒年ᗘは、᫖年ᗘまでの㔠ᒓඖ⣲どうしをཎ子レ࣋ルで混ぜて新しい物㉁を作り出す、「ඖ
⣲間⼥ྜ」についてのヰではなく、その基礎となる『ඹ᭷結ྜとは何か』を深く考察する講義
が行われた。まず、࿘ᮇ⾲の࿘ᮇと電子軌道の関ಀ、化学結ྜの基本的なヰなど１年生の１学
ᮇで学⩦した内容をより深く、わかりやすい例やᅗを用いながら࠾ヰをされ、次にඹ᭷結ྜの
本㉁へとヰは㐍んでいった。その内容は以ୗのようなものである。

(ｱ) 講演内容
ඹ᭷結ྜとは、高ᰯの教科᭩で学⩦する㝈りでは、結ྜする㠀㔠ᒓ同ኈが不対電子をඹ᭷

することでඹ᭷電子対をᙧ成することで生じる結ྜであると説明される。しかし、実㝿には電
子は⢏子としての性㉁と波としての性㉁をᣢつため、その఩置と運動㔞を同時に確ᐃすること
は出来ない。そのため、電子は、教科᭩に㍕っているような⢏子では⾲せず、電子㞼としてཎ
子中の電子のᏑᅾ確⋡で⾲す。また、この電子は、K Ẇ、L Ẇ、M Ẇといった電子Ẇに཰容さ
れては࠾らず、実㝿には s 軌道、p 軌道、d 軌道といった電子軌道にᏑᅾし、それࡒれの電子軌
道には 2 ಶの電子が཰容される。 

では、なぜ教科᭩には電子Ẇが⤂௓されているのか。１㹱軌道は㹉Ẇと近ఝ的に解㔘でき、
㸰㹱軌道と㸰p 軌道の x 方向・y 方向・z 方向をྜわせた電子軌道は㹊Ẇと近ఝ出来る。このよ

Ⅳ ＳＳＰ講演会 
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うに電子を⢏子として解㔘した方が、ある⛬ᗘ౽฼であるため、本㉁とは␗なる教え方をして
いる。では、ඹ᭷結ྜとは本㉁的にどのようなものであるのか。2 ಶ཰容できる電子軌道の内
1 ಶが඘ሸされた電子軌道同ኈの㔜なりで生じる結ྜであり、この結ྜの㝿に反結ྜ性軌道と
結ྜ性軌道がᏑᅾし、よりᏳᐃな結ྜ性軌道を取れる≧ែへ電子軌道が変化し、それにより分
子のᙧ≧もỴまっていくのである。

(ｲ) 生徒たちへのメッセージ
᫖年ᗘと同様に「教科᭩をಙじすぎないこと」を強いメッセージとして௮っていた。そのた

め、まず教科᭩をしっかりと学び、理解を深めていくことで、自分の学びが「本当に正しいの
か」と␲問が生まれる。そこからが『本当の学びである』という。学ぶጼໃについて強い危機
感をᣢって࠾られ、そのような࠾ヰをされたとᛮわれる。

また、先生の高ᰯ時代の化学の成⦼や◊✲の࠾ヰから、ᖖ㆑にとらわれずにㅉめず✺き㐍
んでḧしいとメッセージをいただいた。

ճ 「㟷年ᾏ外༠力㝲㹼いつか世界を変えるちからになる㹼」
JICA 関す ᕷẸ参加༠力ㄢ ᒣ科 ᜨ⨾  先生 

(ｱ) 講演内容
ᒣ科先生は、㸰年間、Ẹ間௻業に࠾けるシステム開発にᚑ事された後、㟷年ᾏ外༠力㝲とし

てジࣕマイカに⁫ᅾされた。その後、サࣔア、࢞ー࢟、ࢼリࣂス、マラウイ等で௻画ㄪᰝဨ（࣎
ランティア）として JICA ランティア事業業ົにᦠわってこられた。そして、2013࣎ 年より JICA
関すᕷẸ参加༠力ㄢにて、࣎ランティアເ㞟やᖐᅜ࣎ランティアᨭ᥼業ົをされている。その
ようなࡈ自身の㇏ᐩなᅜ㝿ᨭ᥼⤒㦂に基࡙いて、様々なᅜ㝿ᨭ᥼の分㔝や関わり方があること
を෗┿や動画を஺えながらࡈ教♧いただいた。

(ｲ) 得られた成果と生徒の反応
௒回の講演会を⫈講した生徒の多くは、ᑗ来、ᅜ㝿的にά㌍することを志している生徒で

ある。そうした生徒にとって、目ᶆに近࡙くためのල体的なアプローチの１つを理解する好機
となった。また、ᅜ㝿的にാくことについて、そのᴦしさは໚ㄽのこと、ⱞປも同時に知るこ
とができ、より┿๢に「ᅜ㝿的にά㌍すること」を考えるきっかけとなったとᛮわれる。

մ「᭷理数と、෇とᴃ෇と཮᭤線」
大㜰大学大学㝔理学◊✲科 ຓ教 ᑠ川 ⿱அ 先生

(ｱ) 講演内容
まず、「生άの中で少しだけㄽ理性を✺きワめて考えると㠃白いことが見つかる」という࠾

ヰをされた。先生が普段ࡈᣦᑟされている大学生の様子と⤡めて、大学数学と高ᰯ数学の考え
方が大きく違うⅬを説明された。次に「⤮を┤線や෇・ᴃ෇・ᅄゅᙧなど色々なᅗᙧに近ఝし
て、ᗙᶆᖹ㠃に࠾ける方⛬ᘧで考えてみよう」という࠾ヰから、ᅗᙧと᭷理数の関ಀを分かり
᫆くするために᭷理Ⅼの概念をᑟධ、方║紙を౑って作業を行った。方║紙の１センチࡈとの
太くなった目を᭷理Ⅼとする。᭷理Ⅼはᗙᶆがどちらも᭷理数である。例えࡤ X㸻１の┤線は
たくさん᭷理Ⅼを㏻るが、X㸻¥㸰の┤線だと１つも᭷理Ⅼを㏻らない。方║紙に㐺当に線を引
いて、᭷理Ⅼを㏻るか確認する。まず㏻らない。᭷理数よりも↓理数の方がᅽಽ的に多いから
である。ある┤線上の᭷理Ⅼのಶ数は、↓し・１ಶ・↓数に多いのいずれかであるというᐃ理
が成り立つ。

次にࢥンࣃスを౑って、自分の好きな大きさの෇を方║紙にᥥく。ᥥいた෇が１つでも᭷
理Ⅼを㏻っていると、いくつもの᭷理Ⅼを㏻ることになる。作業をしながら感じた事を数学的
にとらえていくと、ᅗᙧと᭷理数の₍↛とした関ಀが見えてくる。生徒から、஺Ⅼが必ず᭷理
Ⅼと言えるのかという㉁問が出た。先生は、㐃立方⛬ᘧを解くことで証明できることを♧され
た。

(ｲ) 得られた成果と生徒の反応
参加した生徒たちからは、「興味をもったことを深く✺きつめていくと、何か㠃白い発見が

あるかもしれないというのはすࡈく納得できた」「最も༳象にṧったのは、大学数学と高ᰯ数
学の考え方のᕪだった」「これからはㄽ理的に考え、㣬くなき᥈✲心を‶たして、それが生か
せるような仕事にᑗ来ᑵきたい」等の感想が多く、とても᭷意義な講演会であったとᛮわれる。
この講演を㏻して、生徒の物事の考え方にもᙳ㡪を与えてくださったようだ。

յ 「大学（་学部）ධ学はスタートライン㸫イケてる人ᮦ（་ᖌ）にồめられる㈨㉁とは？」 
大㜰ᕷ立大学་学部㝃ᒓ⑓㝔⥲ྜデ⒪センター・大㜰ᕷ立大学㝔་学◊✲科⥲ྜ་学教⫱学

教授 㤳⸨ 太一 先生
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(ｱ) 講演内容
௒回の講演では、་者としてどういう人ᮦがồめられるかを♧すために、会ሙで模ᨃ㠃ㄯ

を行ったり、生徒にᡭの挙げ方や“うなずき”の仕方を教えていただいたり、࣑ࣗࢥニケーショ
ンの基本としてのඹ感的ែᗘの㔜要性をッえられた。また、大㜰ᕷ立大学་学部の学生に実施
する講義内容を⤂௓していただいた。その内容は、་者は１年目からプロࣇェッショࢼルとし
ての自ぬが必要であり、マニࣗアルにない対応力を要ồされること、知㆑だけでなく技術や技
能を学ぶ時には、࿘ᅖは気にせずᖖにᣦᑟ教ᐁから学ぶጼໃが必要であること等ཝしい内容の
ものが多かった。また、先生が外科་のときの最も༳象にṧっているᡭ術の例から教えられた
་ᖌとしての自ぬや、大学⑓㝔໅ົ外科་の当時の実᝟について࠾ヰしていただいた。さらに、
そこから感ㅰの気ᣢちをᛀれず、௒ᗘは少しでも㑏ඖしていくことが必要だと教えていただい
た。次にアメリカの་⒪機関での◊ಟから日⡿の་学部の┦違Ⅼについてゐれながら、現代の
་学生や若い་ᖌのㄢ題を挙げられた。そして、大事なのは人間力、つまりは࣑ࣗࢥニケーシ
ョン力である。最近の日本の若い་ᖌの中にもその力に欠けている者が多いとჃかれていた。
最後に、Ⰻき་⒪人になるためには「正しい答え」のない問題をこれからは考え⥆けなくては
いけないというぬᝅが必要であることを教えていただいた。

(ｲ) 得られた成果と生徒の反応
講演中、生徒は㠀ᖖに関心をᣢって⪺いている様子がうかがえた。さらに、講演後もヲしく

ヰが⫈きたいという生徒に、時間をᘏ長して་⒪現ሙでのヰや先生の学生時代のヰ等をしてい
ただいた。生徒㐩は長時間にわたっての講演でもとても熱心にヰを⫈き、講演後の感想では「་
学に対して大切なことを教えていただき、大変感動した」、「་⒪にᦠわる仕事の大変さや意
味を理解できた」など大༙が高ホ౯のものだった。

ն「๰⸆◊✲と AI（人工知能）」
近␥大学⸆学部๰⸆科学科 教授 ௰す ຌ 先生

(ｱ) 講演内容
⸆は⑓気のཎᅉとなるタンࣃク㉁（受容体や㓝⣲）のはたらきをㄪᩚするものであり、๰⸆

は⸆を「デࢨイン」し、⸆の分子のᙧや分子の性㉁を考えることである。
⑓気はタンࣃク㉁である受容体や㓝⣲の␗ᖖにより発⑕するሙྜがある。それを㜵ࡄため

に、ཎᅉタンࣃク㉁の␗ᖖなはたらきをブロックする⸆の「デࢨイン」が必要である。
インࣇルエンࢨ἞⒪⸆「タࣇ࣑ル」はウイルス自身がもつシアリダーࢮという㓝⣲に≉␗

的に結ྜし、そのはたらきをブロックするように「デࢨイン」されたものである。つまり、⑓
気を἞⒪するためには、ཎᅉタンࣃク㉁へ≉␗的に結ྜできる「デࢨイン」されたప分子物㉁
が᭷ຠである。そこで、๰⸆の最新ර器である「AI（人工知能）」を౑った in silico スクリー
ニングにより、タンࣃク㉁のప分子物㉁結ྜ部఩のೃ⿵᥈⣴が自動かつ高㏿に行えるようにな
った。しかし、᭷ຠ性、ẘ性、Ᏻ全性などの㞀ቨを㉸えなけれࡤ⸆として౑用することができ
ず、๰⸆はギࣕンブルのようなものであり、また、ࡦとりのኳᡯだけが「デࢨイン（๰⸆）」
するわけではない。๰⸆は、強い᝟熱が必要であり、⑓気でⱞしむᝈ者さんをຓけることがで
きるやりがいの大きな◊✲である。

現ᅾ学んでいる物理・化学・生物などの基礎学力をしっかり身につけることの㔜要性や⸆
学部 4 年ไ（製⸆◊✲者の⫱成）と㸴年生（⸆๣ᖌを⫱成）の違いについても࠾ヰしていただ
いた。最後に、多くの若者が๰⸆に興味をもち、⸆学を学んでくれることをᮇᚅしている、と
講演を⥾めくくられた。

(ｲ) 得られた成果と生徒の反応
᫖年ᗘに引き⥆き、同じ内容での講演ではあったが、生徒の⾲᝟や講演後の㉁␲、アンケー

トの結果から、௒年ᗘも好ホであったことがうかがえた。≉に⸆学部への㐍学を考える生徒に
とって、必要な力や大学でのල体的な◊✲内容を知る㔜要な機会となり、生徒の㐍㊰㑅ᢥにと
っても㠀ᖖに᭷┈な内容であったのではないかと考えられる。さらに、講演会では文⣔生徒も
参加していたが、わかりやすい説明で๰⸆がどういったことなのか、イメージを得ることがで
きたという感想があった。

շ「缶サット甲子園への道」
 ࿴ḷᒣ大学クロスカル教⫱ᡤ長 教授 ⛅ᒣ 演ு 先生

⛅ᒣ先生は、ᑠᝨ星᥈ᰝ「はやぶさ」計画の理学メンࣂー、月࿘回衛星「かࡄや」の計画
のカメラメンࣂーとして、宇宙᥈ᰝにᦠわってこられた。また、学生のためのロケット打上実
㦂ᡤを⛅⏣┴能代やఀ㇋大ᓥや࿴ḷᒣ┴加太につくって、若者の◊✲・開発をᨭえてこられた。
௒回、新しい事業、大きな目的の実現のために、何が㔜要であるかをㄒっていただいた。
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(ｱ) 講演内容
たとえ１回の授業でも、物理の見方・考え方が変わることがある。先生自身、高部先生の授

業で大きく変わった。そのとき「概念装置」を得て、以来、問題を見たら解き方が分かるよう
になった。現象をどう記述するか。分けて考える、時間変化で考える等、単純化して正しい考
え方が得られるようになった。

ところで、世界のロケット技術の基礎を作ったのはドイツのホン・ブラウンだった。V2 ロ
ケットは、ロンドンの人々に「赤い目玉」として恐れられた。戦後、ロシアがその技術を引き
継ぎ、ブラウン本人はアメリカに移った。冷戦時代、ロシアによる人工衛星打ち上げによるス
プートニクショックを受けたアメリカの若者に、彼は刺激を与え、新型ノズルエンジンの開発
を促した。それらの世界の潮流と全く独立して、日本にロケット開発の始まりがあった。戦後、
ジェット機の開発を禁止された日本で、糸川英夫先生はロケットに目を向けた。ペンシルロケ
ットの試作である。全く別の発想で、最終的には軌道宇宙に出られる性能を上げるに至った。
1969 年、アポロが「月へ行った」。ニール･アームストロングの一歩は、人類に時代の区切り
をつけた一歩でもあった。この偉業の伏線として、ケネディの弁によるところの「プロジェク
ターマネジメント」がある。リーダーのタイプはいくつかあるが、時代を動かすマネジメント
が必要とされ、アポロでその実現を果たしたと言える。

新しい事業を発案しても、実現が難しすぎると許可されず、簡単ならする意味がないと認
められない。「失敗したら‥」と責任問題を考えるよりも、糸川先生の心意気が必要となる。ま
ず、強い意志と、ビジョンの明確化が、必要。ロケット発射も「危ないから止める」ではなく、
「危ないまましてはいけない」。何が危ないかを考え、対応ができて実施に至る。次にマネジ
メントが大切。チームを結束させて、仕事を分担し、計画的に運営していくことが大切。これ
らの能力は「缶サット甲子園」のチームで学ぶことができる。T 字型から櫛型リーダーが必要
とされる。

(ｲ) 生徒たちへのメッセージ
「君たちはどう生きるのか？」これからは、未来が不明の大混乱の時代となるだろう。その

中で、自分は何ができるのか。

⑧「電波と光って同じなの？」
同志社大学理工学部機能分子・生命科学科 教授 木村 佳文 先生

(ｱ) 講演内容
講演では「電波と光って同じなの？」というテーマから電波や光は同じ電磁波であると説

明された。そして、波長、振動数などの波の基本的な説明を始められた。電波も光も波長が違
うだけである。そして、波長が短いほどエネルギーが強いという説明から、赤外線、可視光線、
紫外線を例に挙げ、より波長が短い紫外線はエネルギーが大きいことを説明された。電子レン
ジでものが温められる仕組みについてはマイクロ波を当てて水分子を振動させその熱運動に
よってものが温められるということ、また、ものが見える仕組みの説明では網膜にある桿体細
胞のロドプシンが光を受け構造が変化することにより刺激が脳に伝わること等あらゆる身近
な電磁波に関することを説明してくださった。最後に、先生が用意してくださった厚紙と CD
の欠片等で分光器を作る作業を行った。生徒は自分で製作した分光器で蛍光灯を見ながら、ス
ペクトルを観察し、白く見えている光は、実は色々な波長の波（赤や緑・紫などの縞模様とし
て見える）が混ざっているということを実感していた。

(ｲ) 得られた成果と生徒の反応
参加した生徒たちからは、「光と電波は同じと知っていたがどのように同じなのかを知る

ことができた」、「太陽光を浴びすぎると『体に悪い』とか『がんになる』とか言われるが、
なぜ悪いのか納得できた」等の意見からわかるように、身近な現象についての説明が多くあり、
生徒は興味をもって取り組むことができた。

３ 検証

アンケートの回答結果より、生徒たちが普段耳にする機会が少ない講義内容について熱心に

向きあい、知的好奇心が刺激されたことが分かった。より深い学びへと向かうきっかけを与える

ことができた。
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㹀 ２Ꮫᖺḟ 㹑㹑㹎㸦ス࣮࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃスࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸧᥈✲㸿 

Ϩ ＳＳＰ⌮ᩘ 

㸯 ௬ㄝ 
本年度も生徒主యの課題研究に༑分な᫬間を取り、より本᱁的に生徒主యの研究活動を᥎

し㐍める方㔪で実᪋した。また、教科⼥合を念㢌に⨨き、研究の㏵中で分野が㊬がったሙ合
にᰂ㌾にᑐᛂして、各科で実験ჾලなどのリࢯースを⼥通する方㔪で実᪋した。 

課題研究では、「㐺ษな問いの発見、㐺ษな௬説の設定、㐺ษな計画の立案」が᭱ึの㞴
関で࠶る。そのために、ࠗ研究の意⩏࠘やࠗ௬説᳨証のලయᛶや実行ᛶ࠘などを、過ཤの文
⊩研究や᪩いẁ㝵での大学等との連携の実᪋で生徒に♧し、㐺ษな課題設定ができるよう㓄
៖した。 

生徒ྠኈのᙺ๭分担とࣝࢢープ内の協調にも目を㓄りながら、組⧊として力を発᥹できる
ように㓄៖し、ᑗ᮶の研究活動においてリーࢲー的ᙺ๭を担えるような自己᥎㐍力をつける
講座を目指した。 

㸰 ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 
「この講座は、２年次生 �2 名が選択している。１学期には、物理・化学・生物・数学の㸲

分野にわたって研究方法を習得するための実験を実᪋し、㸳月の連休中に各自で㈨ᩱを㞟め
て、課題研究のテーマをࡌっくり᳨ウした。そして、２学期からは㸲分野のいࡎれかを専門
として課題研究をᒎ開し、２学期に中間報告会、３学期にまとめの報告会を実᪋した。生徒
には、中間報告会で指᦬された問題点を実ឤし、᭱⤊報告会に向けて解決していくጼが見ら
れた。各報告会で㉁問・意見をゝい合える㞺ᅖẼを日㡭から㔊成し、それに⟅えるための‽
備の必要ᛶを実ឤさせた。᭱ᚋに、研究ࣝࢢープࡈとに結果を論文ᙧᘧにまとめた。 

�1� 物理分野
ձ １学期๓༙
�㺏� ཱྀ➜の研究

 ཱྀ➜の発㡢原理がいかなるものかに⯆࿡をᢪき、どのようなアプࣟーࢳでその
解明に㏕るべきか、ࣝࢢープ内で᳨ウを㔜ࡡた。 

�㺐� ⅖の導㟁ᛶの研究
 これまで࠶まり㏣究されてこなかった「ⅆ⅖における内⅖とእ⅖の᢬ᢠ⋡の相
㐪」に↔点を⤠り、文⊩調査などの᝟報཰㞟など、必要᝟報の཰㞟を㔜点的に行
った。 

�㺑� ゼーࢡࢵ࣋ຠ果の研究
 過ཤの SSP 研究テーマ「㟁解㉁Ỉ⁐ᾮにおけるゼーࢡࢵ࣋ຠ果」を継続・発ᒎ
させるため、過ཤの㏣ヨなどを実᪋した。 

ղ １学期ᚋ༙㹼３学期
�㺏� ཱྀ➜の研究

 ཱྀ➜の㬆らない原ᅉは、ᜥの㢼㏿がᙉすࡂたりᙅすࡂたりすること、၁の表㠃
がⲨれていること、ᜥが通る✰のᙧがᩚっていないことだと分かった。また、ᜥ
を྾うのではなくྤき、⣙ 1�5�+] の࿘Ἴ数で྿いたときに㬆りやすいことも分
かった。そして、これらの結果・考察を㋃まえて、ཱྀ➜の⦎習法を提案すること
ができた。௒ᚋのᒎᮃとして、この⦎習法を使ってཱྀ➜を྿けないேが実㝿に྿
けるようになるのかをヨすことがᣲࡆられる。 

�㺐� ⅖の導㟁ᛶの研究
 ⅆ⅖のୗ㒊では、内⅖の方がእ⅖よりも᢬ᢠ⋡が大きいが、そのᕪは⅖の上㒊
になるにかけてᑠさくなり、内⅖とእ⅖のቃ⏺に㏆い高さ 35PP 付㏆でその大ᑠ
関ಀが㏫㌿することが分かった。また、እ⅖は⅖のୗ㒊になる࡯ど᢬ᢠ⋡がᑠさ
くなり、内⅖は上㒊になる࡯ど᢬ᢠ⋡がᑠさくなるഴ向が࠶ることも分かった。
これらのことから、ⅆ⅖のእ⅖にはẚ㍑的㉁㔞の大きい㝧イオンが、内⅖には㉁
㔞のᑠさい㟁Ꮚが㞟まっていると考えられ、これはእ⅖が㓟化⅖、内⅖が㑏元⅖
で࠶る事実と୍⮴する。௒ᚋ、እ⅖の᢬ᢠを┤᥋ 定する方法を探究し、እ⅖と
内⅖が共Ꮡしている高さ �㹼��PP の㒊分における᢬ᢠ⋡をồめ、௒ᅇの考察とᕪ
␗がないか確認すると共に、ࣕ࢟リア分ᕸにᑐする考察も῝めていくことが課題
で࠶る。 
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�㺑� ゼーࢡࢵ࣋ຠ果の研究
 㟁解㉁Ỉ⁐ᾮにおけるゼーࢡࢵ࣋ຠ果で得られる㟁ᅽは㟁解㉁Ỉ⁐ᾮの⃰度に
関連が࠶ることを解明した。௒ᚋのᒎᮃとしては、ࢹーࢱ⢭度の向上や、㠀ຍ⇕
ഃの⃰度と㟁ᅽ್との関ಀの解明がᣲࡆられる。また、௒ᅇの研究では行えなか
った㟁解㉁の✀類をኚえた実験も行いたいと考えている。ලయ的には、ᾏỈにከ
くྵまれるሷ類で࠶るሷ化ࢼトリ࣒࢘、ሷ化マࢿࢢシ࣒࢘の฼用を考えている。 

�2� 化学分野
ձ １学期๓༙
�㺏� 㓟化㑏元⁲定による実験結果の定㔞的理解

探究活動において必要な定㔞分析、および 定ㄗᕪについて῝く理解する。 
ղ １学期ᚋ༙㹼３学期
�㺏� 高分Ꮚ導㟁యの研究

高分Ꮚ導㟁యで࠶るポリࣟࣆーࣝが、஧次㟁ụとしてᶵ能することが知られて
いる。ポリࣟࣆーࣝについて、より⡆単によりᛶ能の良いものを作〇する方法に
ついて研究する。先行研究をཧ考に、ࣟࣆーࣝを㟁解㔜合することによりポリࣆ
ࣟーࣝを作〇したが、ᨺ㟁も඘㟁もできなかった。Ⰽࠎな作〇方法をヨした。ࣆ
ࣟーࣝが↓い≧態で⁐ᾮ（ሷ㓟）を㟁Ẽ分解し、そのᚋにࣟࣆーࣝを⁐ᾮにῧຍ
したとこࢁ、⁐ᾮが㉥Ⰽに࿊Ⰽした。そして、㟁解㔜合によりポリࣟࣆーࣝを作
〇すると、ᨺ㟁や඘㟁をすることができ、ᛶ能の良いポリࣟࣆーࣝを得ることが
できた。⁐ᾮが㉥くなることや、ᛶ能の良いポリࣟࣆーࣝが得られたことの原ᅉ
は、ሷ㓟の㟁Ẽ分解によって発生したሷ⣲で࠶ると考え、ሷ⣲の᳨出をヨࡳた。
ሷ⣲を᳨出するために、ࣚ࢘化࢝リࢹ࣒࢘ンプン⣬を用いた。㟁Ẽ分解の㝿に、
ᾮが㉥くなり、この⣬がኚⰍしなけれ⁐ࡤンプン⣬がኚⰍすれࢹ࣒࢘リ࢝化࢘ࣚ
ᾮは㉥くならないことが確認できた。このことから、ሷ⣲の発生が⁐ᾮの㉥⁐ࡤ
ⰍへのኚⰍと関ಀしていると結論づけた。さらに、発生したሷ⣲によってポリࣆ
ࣟーࣝがドーࣆンࢢ（ᑡ㔞の୙⣧物ῧຍ）をཷけるため、ᛶ能が向上したと考え
た。ྠᵝに、ሷ⣲とྠࢤࣟࣁࡌンにᒓするࣚ࢘⣲を用いて実験した。すなわち、
㟁解㔜合๓にࣚ࢘⣲を⁐ᾮ（ሷ㓟）にῧຍし、次いでࣟࣆーࣝをຍえた。その結
果、⁐ᾮは㟷Ⰽになり、㟁解㔜合を行うと、ᛶ能の良いポリࣟࣆーࣝが得られた。
௨上の結果から、㟁解㔜合の๓にࢤࣟࣁンを⁐ᾮにῧຍしておくことで、ᛶ能の
良いポリࣟࣆーࣝが得られることが分かった。௒ᚋは、ポリࣟࣆーࣝ௨እの導㟁
ᛶ高分Ꮚでもྠࡌ結果になるのかを᳨ウしたり、ࢤࣟࣁンのドープ㔞を 定した
りするண定で࠶る。

�3� 生物分野
ձ １学期๓༙
�㺏� 顕微鏡の操作法の習得と学校࿘㎶の自然観察

生物のᵓ㐀単位で࠶る⣽⬊をࡳることで、生物のከᵝᛶと共通ᛶにゐれるとと
もに、身㏆な自然の動物・᳜物を観察する方法を身につけ、研究テーマをᶍ⣴し
た。 

ղ １学期ᚋ༙㹼３学期
�㺏� ラᯤれにᑐするわさびの᭷用ᛶࢼ

㏆年、ࢼラ類やシイ・࢝シ類のᮌがᯤれるࢼラᯤれが῝้な問題となっている。
そこで、ࢼラᯤれを㜵ࡄために、ࢼラᯤれの原ᅉで࠶るࢼラ⳦のᚷ㑊物㉁の探⣴
を行った。まࡎ、ポテト࢟ࢹストࣟースᐮኳ（P'A）ᇵᆅにࢼラ⳦のఏ᧛⪅で࠶
るࢡ࢟イ࣒シを⨨いて、ࢼラ⳦ᇵ㣴に成ຌした。続いて、P'A ᇵᆅに࣑ࢳࣁツや
࣡サࣅ、Ⲕなど身㏆に࠶る物㉁をຍえ、ࢼラ⳦の成㛗を観察した。その結果、࣡
サࣅをሬったᇵᆅのࡳでࢼラ⳦の成㛗が㐜れた。このことから、࣡サࣅはࢼラ⳦
の活動のᢚไにຠ果が࠶ることが♧၀された。

�㺐� ໝいとグ᠈力の関ಀについて
アࣟマを↏きながらຮᙉすると、㞟中力が上がるとឤࡌることが࠶る。ໝいが

ຮᙉにᙳ㡪を୚えるので࠶れࡤ、どのようなໝいがグ᠈力をより向上させるの
か、ᵝࠎなໝいをకうグ᠈実験を行った。⬻Ἴ 定ჾを使用してグ᠈と関ಀが࠶
るȟἼを 定した。その結果、⣡㇋のໝいをႥࡄと、ȟἼの್とグ᠈テストの得
点が高かった。このことから、⣡㇋のໝいがグ᠈力の向上に関わっていることが
♧၀された。 
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�㺑� 生物と㘒視の関ಀᛶ
視ぬについて現れる㘒ぬの୍✀を「㘒視」といい、࠶る✀の᮲௳のୗで、実物

とはⴭしく㣗い㐪って見える現象のことをいう。㘒視の୍つとして、෗┿に෗っ
たドレスがேによって␗なったⰍで見えることが知られている。なࡐ、␗なった
見え方をするのか、その原ᅉ㏣及を目的とし、生徒をᑐ象に↓グ名のアンࢣート
を行った。その結果、Ⰽの見え方は、身య的≉ᚩや⢭⚄≧態と関連が࠶ることが
分かった。 

��� 数学分野
ձ １学期๓༙
�㺏� ወ㊧のࢢラࣇの㣕びⅆの᮲௳

生徒㸲名で上グテーマに取り組むことを決定した。 
�㺐� トリࢳࢵࢼ࣎数ิの࿘期ᛶと᭷㝈య

生徒２名で上グテーマに取り組むことを決定した。 
ղ １学期ᚋ༙㹼３学期
�㺏� ወ㊧のࢢラࣇの㣕びⅆの᮲௳
�㺐� トリࢳࢵࢼ࣎数ิの࿘期ᛶと᭷㝈య

 ཧ考文⊩などを基にし、論文の作成および生徒研究発表会校内ண選会に向けた
‽備を行った。その結果、２ࣝࢢープとも研究発表会への出ሙが決まり、さらに
発表をより良いものにするためᕤኵを㔜ࡡ、ከくの教授や先生方の๓で⣲ᬕらし
い発表をすることができた。この⤒験は、௒ᚋ生徒㐩が大学生や研究生のとき、
理数⣔の研究や発表のሙ㠃で必ࡎ生かされるでࢁ࠶う。 

㸱 ᳨ド 
�1� 生徒の཯ᛂ

㸲つの専門分野の各⌜いࡎれも積極的に課題研究に取り組ࡳ、成果を積ࡳ㔜ࡡることがで
きた。３学期の１月ᮎにはこれまでの結果をまとめ、報告会を行った。研究の㐍ࡳල合や考
察の度合いは⌜によって㐪いが࠶ったが、いࡎれも⯆࿡῝い内容で、研究にᑐする⇕意のఏ
わってくる発表で࠶った。㉁問や意見もከく出た。 

�2� 得られた成果
実㝿に課題研究を⤒験することで、探究活動への意欲が୍ᒙ高まった。研究過程で生ࡌる

現実的な問題を୍つ୍つ஌り㉺えていくことで、ᚸ⪏力をつけると共に問題解決能力を高め
ることができた。発表する能力を高め、内容について相互に議論することができた。 

�3� ௒ᚋの課題
生徒を主య的に活動させるሙ合、ヨ行㘒ㄗしている期間が㛗く、౛年にẚべると᭷┈なࢹ

ーࢱを取る実験に取り組ࢇでいる期間が▷かった。それにకいࠗࢹーࢱ数がᑡない࠘、ࠗ௚
の᳨証がされていない࠘など、῝ࡳにḞける内容で࠶った。ࣝーࣈリࢡࢵを用いて฿㐩すべ
き目標を明確に提♧したり、ࣟࣇーࣕࢳートを作成させてኻᩋしたሙ合にどうᑐᛂするかを
事๓に計画させておき、生徒の主యᛶと研究の῝化を୧立させることが課題で࠶る。 
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４ シラバス 

科 目 SSP 探究 A 学 年 1 年 2 年 3 年 教科書名 なし 

教 科 SSP 理数 類 型 
共通 文型 

文理型 理数型 
副教材等 

プリント 

単位数 ２ 履修規定 必修 選択 備 考 

科目の概要 
 次年度の「ＳＳＰ理数Ｂ」の履修に向けて、広く理数分野における基礎・基本を学びながら、生徒

自ら研究テーマを設定し、探究させる。 

科目の目標 

「科学の目」を「科学の芽」に育てるため、生徒自らが設定した探究テーマにおいて、先行研究の調査、

専門家への協力をお願いする高大連携、実験・観察の立案および計画を生徒に積極的に行わせる。その

中で、幅広い視野と探究心を育て、自ら考え問題を解決しようとする科学的態度と科学する力を育成す

る。 

年 間 の 学 習 項 目 

学期 単 元 学期 単 元 

１ 

○全般説明（オリエンテーション、シラバスにつ

いて、講座の目的と方法の確認、安全上の注意、

レポートの書き方、 実験室の使い方と実験の

心得、研究報告の書き方、など）

○基礎理科実験

（物理分野）物理実験の基本操作の習得

（化学分野）化学実験の基本操作の習得

（生物分野）顕微鏡操作と観察法の習得

○研究テーマの選定（5 月連休中の課題）

主担当教員の決定

課題研究のテーマ設定

実験計画の作成

○自らが設定した課題研究テーマによる探究活

動開始（理科及び数学科教員で横断的に指導を

行う）

○奈良教育大学・京都大学との連携

○サイエンス・ツアー（夏期休業中）

○先行研究調べと研究結果まとめ（夏期休業中） 

２ 

○課題研究テーマに沿った探究活動の継続

○研究結果の中間まとめ

中間発表会（自己評価・相互評価・教員評価を用

いて、探究活動の継続または新しい課題研究テー

マの設定を行う）

○京都大学・大阪大学等の公開講座及び実験

３ 

○各分野の課題研究のまとめ、発表原稿の作成

ＳＳＰ理数の課題研究発表会の開催

課題研究を論文にまとめる

○本校生徒研究発表会での発表

生徒相互で活動内容について研究協議

この科目の評価は、次の観点・方法で行う。 

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の技能・表現 知識・理解

・自然の事物・現象に

関心や探究心をもち、

意欲的にそれらを探究

するとともに、科学的

態度を身に付けてい

る。

・自然の事物・現象の中に問

題を見いだし、観察、実験な

どを行うとともに、事象を実

証的、論理的に考えたり、分

析的・総合的に考察したりし

て問題を解決し、事実に基づ

いて科学的に判断する。

・観察、実験の技能を習得す

るとともに、自然の事物・現

象を科学的に探究する方法を

身に付け、それらの過程や結

果及びそこから導き出した自

らの考えを的確に表現する。

・観察、実験などを通して自

然の事物・現象についての基

本的な概念や原理・法則を理

解し、知識を身に付けている。 

・レポート提出やプレ

ゼンテーション

・日常の学習意欲や学

習態度

・授業中の行動観察

・レポート提出

・授業中の行動観察

・プレゼンテーション

・レポート提出やプレゼンテ

ーション

学習のポイント／アドバイス等

積極的に観察・実験に取り組むこと。

図書館で調べ学習をしても良い。
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ϩ ＳＳＰ⾲⌧㸿 

㸯 ௬ㄝ 
高➼学ᰯ学習指導要㡿解説 ᅜ語編 ➨２章➨２⠇「ᅜ語表現」には、「様々な情報を㐺ษ

にุ᩿し、ྲྀᤞ選ᢥする力や、➽㐨立てて物事について考える力、豊かな発᝿の基となる๰
造する力な࡝を身に௜けることが一ᒙồめられるようになり、ࡑの基┙となる、言語により
理解し、思考し、表現する能力を確実に身につける必要性がますます高まっている。」と、
言語能力がุ᩿力、論理性、๰造性の基┙であることが明記されている。また、➨４⠇「現
代文Ｂ」には、「文章の組立てをた࡝りつつ、書き手や文章中の人物のものの見方、感じ方、
考え方を㏣✲することが、生徒の思考力や᝿ീ力のఙ長につながる。ࡑのためには、文章の
展開の኱体がᙧになって現れている文章の構成を読みྲྀり、ࡑれを㋃まえて文章の展開をと
らえる必要がある。」とある。これらを㋃まえて、「現代文Ｂ」の教科書を用いて様々な文
章にゐれる中で、言語活動を通して科学◊✲に必要な論理性と明確さ、物事の本質をとらえ
る力を身につけることができるという௬説をたて、ᤵᴗを計画した。 

㸰 ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 
(1) １学期

・『山月記』（中ᓥᩔ）
根拠に基づいて解釈することを意識しながら読み進めた。読解後は、『山月記』の

⣲材となった『人虎伝』のཱྀ語ヂを用いて、小説内容とのᕪ␗にὀ目して比較᳨討し、
స者のᇳ筆の意ᅗ➼について考察した。考察後はグループで意見交換し、᪂たな視Ⅼ
をࡑれࡒれඹ᭷し合った。 

・『相手依存の自己規定』（㕥ᮌᏕኵ）
評論読解の基本事項、評論に特徴的な論理展開をᨵめて確認した。日本語の一人称

代名モ、஧人称代名モの使われ方をᩚ理し、ࡑれをもとに日本人の自己把握のあり方
の特色をまとめ、日本人の自我構造のプラス面マイナス面についてグループ討議を行
い、発表した。 

(2) ２学期
・ኟ期ఇᴗ中の課題㸸᪂書 1 ෉を読み、要Ⅼをᩚ理し、読後の意見をまとめる。
・『消費されるスポーツ』（多ᮌᾈ஧）

正確な内容理解のための読解力を培うことを目標として展開した。身近なスポーツ
という題材を᪂たな視Ⅼでとらえ┤すዎᶵとした。身近な題材とのඹ通Ⅼを見いだし、
メディアのあり方についても話し合った。

・『「である」ことと「する」こと』（୸山┿⏨）
1��8 年のㅮ演記㘓でྂい時代のものではあるが、現代にも通じるᬑ㐢的な問題であ

ることを認識しながら、近代化の問題への関心、理解を深めた。民法における「ᶒ฼
の上に╀る者はಖㆤࡎࡏ」という᱁言をもとに、時効制度についての是非を、資料と
教科書本文をもとに、ල体౛をᣲげながらグループ討議、発表を行った。 

(3) ３学期
・『こころ』（ኟ目ₙ▼）の全編通読、感᝿のまとめを෤期ఇᴗ中の課題とした。
・『こころ』（ኟ目ₙ▼）

長編小説の構成と主題の把握に努め、登場人物の心理のኚ㑄を的確に確認すること
を目標とした。ᤵᴗでは教科書だけではなく、１人１෉文ᗜ本の『こころ』を用意し、
教科書では┬␎された⟠ᡤも⿵った読解用のプࣜンࢺとともに幅広い解釈のために活
用した。登場人物の言動と心理、ᐈほ的事実の㐃関にẼをつけながら、ྛ⟠ᡤの解釈
を行い、本文には現れない「㹉」の心理について話し合いながら理解を深めた。సရ
の時代性をも認識した上で、స者のᥥきฟしている生き方について、考察を行った。 

㸱 ᳨ド 
(1) 生徒の཯ᛂ

ᑡ人数のグループ討議では、自分の解釈や意見を✚ᴟ的にฟし合える様Ꮚが見られ、当初
のண定よりもより多くの時間を当てた。全体の場での発言となると、✚ᴟ性にはಶ人ᕪがあ
るが、௚者の意見を⪺く中で自分の考えをᩚ理し、まとめていくことができていた。 
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(2) 得られた成果
当初、本文の解釈や理解に当たっては、受動的な態度が見られた。しかし、グループ討議

や意見交換を重ねるうちに、本文に根ざした正確な理解や、根拠に基づき自分の考えを構築
する姿勢を意識できるようになっていったと思われる。科学的思考に必要な論理性や、本質
を見抜く目を身につけることができたのでのではないかと考える。 

(3) 今後の課題
様々なジャンルの文章に対する興味・関心が高い生徒が多く、お互いによい影響を受ける

ことができたと思われる。しかし、言語活動に必須の語彙力や、一般教養のような基本的知
識にはまだまだ欠けるところがあるように感じられる。また、自分の考えを正確に相手に伝
わるように、的確に組み立てて表現する力をさらに培う必要もある。幅広い読書活動や表現
活動の充実がさらなる課題である。 
４ シラバス 

１ 教科・科目の名称   ＳＳＰ表現Ａ 
２  履修学年  ２年次 
３  単位数  ２単位（全 82 単位時間） 
４  教科・科目の目標 

・近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方
を深め、進んで読書し
表現することによって人生を豊かにする態度を育てる。

・情報を収集し、活用して表現する能力を育てる。
５ 使用教材  「精選現代文Ｂ」（東京書籍） 
６ 年間指導計画 

学
期 

単元 配当
時間 

学習内容 

１
学
期 

ガイダンス 

小説１『山月記』 

評論１『相手依存の自己規定』 

１ 

16 

11 

・年間計画と学習の目標を確認する。

・小説の場面や登場人物について的確にとらえる。
・小説の虚構性を通して、人間とは何かについて考

えを深める。
・『人虎伝』との比較考察をグループ討議する。

・評論読解の基本事項、評論に特徴的な論理展開を
確認する。

・日本人の自己把握のあり方の特色をまとめ、日本
人の自我構造のプラス面マイナス面についてグル
ープ討議を行い、発表する。

２
学
期 

評論４「消費されるスポーツ」 

評論４「『である』ことと『する』
こと」 

問題演習 

10 

20 

2 

・「スポーツ」を社会学的な視野のもとにとらえる。 
・メディアの役割、あり方について話し合う。

・民法の時効制度の是非について、資料と教科書本
文をもとにグループ討議・発表を行う。

・明晰な論理で展開される日本の近代化の特質を理
解し、社会や人間についての考えを広げる。

・記述式解答の演習を行う中で、読解力と表現力の
重要性について実感する。

３
学
期 

小説２「こころ」 22 ・長編小説の全体を理解した上での構成と主題の把
握に努 め、登場人物の心理を的確に理解する。

・文章中には記述されていない登場人物の心理につ
いて話し合い、理解を深める。

・筆者の人間理解を通して人生への関心を深める。
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Ⅲ ＳＳＰ 科学英語 A 

１ シラバス 
科目 ＳＳＰ科学英語A  学 年  １年 ２年 ３年 教科書名  な し

教科 ＳＳＰ  類 型 共通 文型 文理型  理数型 副教材等  な し

単位数  ２ 履修規定  必修 選択 備 考

科目の概要 科学的分野の文章を素材に４技能を高める。

科目の 

目標

 科学的分野の文章を素材に、英語で理解し、考える力を養う。特に、文章にまとめたり、話し合ったり、発表する 

実習を通して、実践的な英語力を身につける。

年 間 の 学 習 項 目

学期 単 元 学期 単 元

１

（オリエンテーション)

発音トレーニング

科学的教材の探索

科学的教材の理解

科学的トピックの発表

２

理数科目を英語で学習する。 

（海外の教科用学習教材を利用）

３ 

（生徒研究発表会に向けて準備)

奈良高校SSPについて英語でまとめPower Point 作成 

 プレゼンテーション実演

この科目の評価は次の観点・方法で行う。

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・活動・表現 知識・理解

・理数に関する英語の素材を収

集し、読破し、鑑賞する。 

・英語に関する教材を読んだり聴いた

りするとき、それらを日本語に訳さな

いで理解する練習をする。また使う練

習をする。

・本校の全SSP活動についてPower 

Point にまとめ、発表を行う。 

・ALT との質疑応答の中で、尋ね

られていることを理解し、的確に

答えられる。 

レポート・ノート提出

日常の学習意欲や学習態度

授業中の観察

レポート提出 

SSP発表会における実演観察 授業中の観察

学習のポイント／アドバイス等  科学的分野の英語の素材を見つける方法を教える。

２ 実施内容 
(1) 英語の発音練習については、本校作成の教材を用いた。教材は英語の個々の発音、リズム、イントネ

ーション、音の崩れなどを練習するものであり、モデル音声は、インターネットアプリであるドロッ

プボックスにより、自宅でもトレーニングできるものである。授業の最初は毎回１連の練習をした。

(2) 毎回調べたことを発表する実習をした。英語教員と ALT が質問をし、生徒の理解度を確認し、その後

アドバイスをした。

３ 生徒の反応 
 受講生が１人であり、英語教員と ALT を独占できたことにより、英語を使う力は大いに進展した。そ

の様子は SSP 生徒発表会において発揮された。 
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& � 学ᖺḟＳＳＰ�ス࣮࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃスࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�ⓎᒎＢ 

１ 仮説 
「科学のⱆ」をさらに大きく育てるために、学習ᣦᑟ要㡿のᯟにとらわれࡎ、より高度な内容から身

㏆な内容までᖜᗈく取り扱い、生徒自身に研究テーマを設定させて探究させることにより、自ら考え問題

を解決しようとする科学的態度と科学する力をさらに育成できる。さらに、ᑗ᮶の科学技術のᢸい手を育

てるという観点から、生徒自身が␲問に思ったり興味をもったりした現㇟について、自分で工夫をこらし

ながら研究を進めることによって、科学する楽しさを実感し、大学進学後もさらに学ࡧ研究する意欲をႏ

㉳できるであࢁう。 
 これは、２学年次のＳＳＰ発展ＡのＳＳＰ理科からさらに発展して、３学年次に履修するＳＳＰ物理・ 
ＳＳＰ化学・ＳＳＰ生物に共通する௬説である。 

Ϩ ＳＳＰ≀⌮ 

１ シラバス 
科目 ＳＳＰ物理  学 年  １年 ２年 ３年 教科書名  な し

教科 ＳＳＰ発展Ｂ  類 型 共通 文型 文理型  理数型 副教材等  な し

単位数  ２ 履修規定  必修 選択 備 考

科目の概要 物理の分野にわたりᇶ♏的なことを学ࡧながら、生徒自ら研究テーマを設定し、探究させる。

科目の 

目標

 「科学の目」を 「科学のⱆ」に育てるため、物理の分野にわたり、実験、観察、課題研究を積極的に取

り入れ、探究させる。ᖜᗈいど野と探究心を育て、自ら考え問題を解決しようとする科学的態度と科学する力を育成する。 
年 間 の 学 習 項 目

学期 単 元 学期 単 元

１

㸦࢜リ࢚ンテーࣙࢩン)

ートの書き方࣏ࣞࡧ実験ᐊの使い方ཬۑ

㸦課題研究)

心ᆅⰋい㡢ۑ

イࣝࢥࢻイࣀソࣞۑ

� 学期のまとめ 

２

㸦� 学期の課題研究を引き続き行う。) 
㸦生徒研究発表会)

、発表方法について工夫をし、生徒どうしでㅮ評を行いۑ

ᨵၿをする。

２学期のまとめ

この科目の評価は次の観点・方法で行う。

関心・意欲・態度 思考・ุ᩿ 観察・実験の技能・表現 知識・理解

・自↛の஦物・現㇟に関心や探

究心をもࡕ、意欲的にそれらを

探究するとともに、科学的態度

を身に௜けている。

・自↛の஦物・現㇟の中に問題を見い

だし、観察、実験などを行うとともに、

஦㇟を実ド的、論理的に考えたり、

分ᯒ的・⥲合的に考察したりし

て問題を解決し、஦実にᇶづい

て科学的にุ す᩿る。

・観察、実験の技能を習得すると

ともに、自↛の஦物・現㇟を科学

的に探究する方法を身に௜け、そ

れらの㐣⛬や結果ཬࡧそこか

らᑟき出した自らの考えを

的確に表現する。

・観察、実験などを通して自↛の

஦物・現㇟についてのᇶᮏ的な概

ᛕやཎ理・法則を理解し、知識を

身に௜けている。

ートᥦ出ࣀ・ート࣏ࣞ

日常の学習意欲や学習態度

授業中の行動観察

 ートᥦ出࣏ࣞ

授業中の行動観察 ートᥦ出࣏ࣞ

学習の࣏イント㸭アࣂࢻイス等  積極的に観察・実験に取り組むこと。   調べ学習をしてもよい。

２ ᐇ᪋内容 
(1) 心ᆅⰋい㡢の研究

ᛌい㡢、不ᛌな㡢の間にはどんな違いがあるかを、解ᯒソフトを⏝いて分ᯒし、どうすれば⪺きやす

い㡢が作れるかを研究した。 
(2) 不ᛌな㡢の研究

ソࣞࣀイࢥࢻイࣝに㟁ὶをὶしࢥイࣝ中に☢場をつくる。そして、☢場中で㔠ᒓにはたらく力を 定

する。さまざまな᮲௳を変え、ソࣞࣀイࢥࢻイࣝについて未解のㅦを解き明かそうとさまざまな実験を

⧞り返し、ㅦの解明にດめた。

３ ⏕ᚐࡢ཯ᛂ 
生徒自らが考えた研究テーマの中から２つのテーマを選ࣝࢢ、ࡧープに分かれて研究を行った。各ࢢ 

ࣝープともに意欲的に⇕心に取り組むことができた。
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ϩ ＳＳＰ໬学

１ シラバス 

科目 ＳＳＰ化学  学 年  １年 ２年 ３年 教科書名  な し 
教科 ＳＳＰ発展Ｂ  類 型 共通 文型 文理型  理数型 副教材等  な し 
単位数  ２ 履修規定  必修 選択 備 考 
科目の概要 化学の分野にわたり実験を通してᇶ♏的な஦項を学ࡧ探究させる。

科目の 

目標 
「科学の目」を「科学のⱆ」に育てるため、化学の分野にわたり、実験・観察、課題研究を積極的に取り

入れ、探究する。ᖜᗈいど野と探究心を育て、自ら考え問題を解決しようとする科学的態度と科学する力を育成する 。 
年 間 の 学 習 項 目 

学期 単 元 学期 単 元

１

㸦࢜リ࢚ンテーࣙࢩン)㸦課題研究)

ートの書き方࣏ࣞࡧ実験ᐊの使い方ཬۑ

㧥がよりയまない⬺Ⰽ方法の研究ۑ

・⢭度をあࡆるための⧞り返し実験

ーࣝ研修でのⱥㄒ発表の‽備࣏࢞ンࢩ・

1 学期のまとめ

２

㸦課題研究)

㓟化㑏元反応の実験ۑ

ᶵ化学実験↓ۑ

有ᶵ化学実験ۑ

2 学期のまとめ

この科目の評価は次の観点・方法で行う。

関心・意欲・態度 思考・ุ᩿ 観察・実験の技能・表現 知識・理解 
・自↛の஦物・現㇟に関心や探

究心をもࡕ、意欲的にそれらを

探究するとともに、科学的態度

を身に௜けている。 

・自↛の஦物・現㇟の中に問題を見

いだし、観察・実験などを行うとと

もに、஦㇟を実ド的、論理的に考え

たり、分ᯒ的・⥲合的に考察

したりして問題を解決し、஦

実にᇶづいて科学的にุ す᩿る。 

・観察・実験の技能を習得すると

ともに、自↛の஦物・現㇟を科学

に探究する方法を身に௜け、それ

らの㐣⛬や結果ཬࡧそこか

らᑟき出した自らの考え

を的確に表現する。

・観察・実験などを通して

自↛の஦物・現㇟について

のᇶᮏ的な概ᛕやཎ理・法

則を理解し、知識を身に௜

けている。

 ートᥦ出ࣀ・ート࣏ࣞ
日常の学習意欲や学習態度 

授業中の行動観察

 ートᥦ出࣏ࣞ
授業中の行動観察 ートᥦ出࣏ࣞ

学習の࣏イント㸭アࣂࢻイス等  積極的に観察・実験に取り組むこと。   調べ学習をしてもよい。 

２．ᐇ᪋内容 

㧥がよりയまない⬺Ⰽ方法の研究ۑ

現௦の⬺Ⰽ๣はࢻࢩ࢟࢜ーࣝを฼⏝しており、それがയみのཎᅉになっているため、自↛由᮶のもので

⬺Ⰽすれば、യみはᑠさいのではないかと考え、自↛由᮶の⬺Ⰽ方法で㧥がよりയまない⬺Ⰽ方法を研究

した。

㓟化㑏元反応ۑ

・㓟化㑏元に関する実験

ᶵ化学実験↓ۑ

・㝧イ࢜ン分ᯒをした。

有ᶵ化学実験ۑ

・アࣝデࢻࣄの㑏元性に関する実験

・有ᶵ化合物の分㞳

・タンࣃク質の性質に関する実験

３．⏕ᚐࡢ཯ᛂ 

積極的に観察・実験に取り組み、化学の通常ㅮᗙでは味わえない体験や学習ができた。 
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Ϫ ＳＳＰ⏕≀

１ シラバス 
科目 ＳＳＰ生物  学 年  １年 ２年 ３年 教科書名  な し

教科 ＳＳＰ発展Ｂ  類 型 共通 文型 文理型  理数型 副教材等  な し

単位数  ２ 履修規定  必修 選択 備 考

科目の概要  ＳＳＰ理科で学んだᇶ♏的な実験技術と科学的な考え方・取り組み方を生かして、生物分野につい

て研究テーマを設定し、探究していく。実験・観察を実᪋し、௬説の科学的な᳨ド㐣⛬をᮏ᱁的に実

体験することによって科学する能力を高める。また、㏆㞄の大学等との㐃ᦠㅮᗙを計⏬的に組み入れ、

高度な実験観察ᶵჾを扱うᶵ会を設定する。

科目の目標  「科学のⱆ」を 大きく育てるため、自↛現㇟の生物的な㠃を実験・観察を通して、生物的なものの

見方や考え方、生物的な研究方法を身に௜けさせ、ᖜᗈいど野と探究心を育て、自ら考え問題を解決

しようとする科学的態度と科学する力を育成する。

年 間 の 学 習 項 目

学期 単 元 学期 単 元

１

ンと課題研究ࣙࢩンテー࢚リ࢜ۑ

・ᑟ入ཬࡧ実験テーマの෌᳨ウ

・実験方法の確立

・実験結果のまとめと報࿌書作成

・⢭度をあࡆるための⧞り返し実験

・結果の⤫計処理

・実験結果のまとめと報࿌書作成

ーࣝ研修でのⱥㄒ発表の‽備࣏࢞ンࢩ・

・研究成果の論文作成

２

課題研究と文⊩ㅮㄞۑ

・各✀実験の参考文⊩のㅮㄞ

㸦ࣂイ࢜テクࢪࣟࣀー、㞟ᅋ㑇伝学、進化学等

についてከ数実᪋)

・ᰯ内での生物の観察・調査

・㟁子㢧ᚤ㙾実習

・㫽類の解๗

・大⭠⳦の㑇伝子組᥮え実験

・ά動のまとめ

この科目の評価は次の観点・方法で行う。

関心・意欲・態度 思考・ุ᩿ 観察・実験の技能・表現 知識・理解

・自↛の஦物・現㇟に関心や

探究心をもࡕ、意欲的にそれ

らを探究するとともに、科学

的態度を身に௜けている。

・自↛の஦物・現㇟の中に問題を見

いだし、観察、実験などを行うとと

もに、஦㇟を実ド的、論理的に考え

たり、分ᯒ的・⥲合的に考察し

たりして問題を解決し、஦実

にᇶづいて科学的にุ す᩿る。

・観察、実験の技能を習得するとと

もに、自↛の஦物・現㇟を科学的に

探究する方法を身に௜け、それらの

㐣⛬や結果ཬࡧそこからᑟき

出した自らの考えを的確に表

現する。

・観察、実験などを通して自↛の

஦物・現㇟についてのᇶᮏ的な概

ᛕやཎ理・法則を理解し、知識を

身に௜けている。

ートᥦ出ࣀ・ート࣏ࣞ

日常の学習意欲や学習態度

授業中の行動観察

 ートᥦ出࣏ࣞ

授業中の行動観察 ートᥦ出࣏ࣞ

学習の࣏イント㸭アࣂࢻイス等  積極的に観察・実験に取り組むこと。   調べ学習をしてもよい。

２ ᐇ᪋内容 
(1) 1 学期

(D)࢘ࢰリࢩ࣒の㉮㡢性

生物はእ㒊からの่⃭を受容し、応⟅する性質をもつ。その１つとして、่⃭に対して୍定の方ྥに

⛣動する「㉮性」と࿧ばれる行動がある。ග、஧㓟化Ⅳ⣲、化学物質などの㉮性についての報࿌はある

が、㡢に対する㉮性㸦㉮㡢性)については報࿌がない。そこで、ᇵ養が容᫆でከくの㉮性を♧す࢘ࢰリ

。を材料に、㉮㡢性について研究を行ったࢩ࣒

ᇶᮏ的な࢘ࢰリࢩ࣒のᇵ養法や観察法を、ዉⰋ教育大学理科教育ㅮᗙをゼれ、▼⏣正ᶞ教授にࡈ教授

いただいた。㡢่⃭に対する࢘ࢰリࢩ࣒へのᙳ㡪を調べるため、㢧ᚤ㙾ୗで使⏝ྍ能なスࣆー࢝ー௜ 

チࣕンࣂーを作〇した。そして、ᬯど野ୗで㡢่⃭を୚えたとき、୚えていないときの࢘ࢰリࢩ࣒の行

動を観察・᧜ᙳした。

(2) ２学期

(D)昨年度から継続していた研究をまとめ、科学研究のࢥンクーࣝへ応ເした。

(E)大⭠⳦を使⏝し、⸆๣⪏性ཬࡧ㹅㹄Ｐ㑇伝子の組᥮え実験を行い、ࣂイ࢜テクࢪࣟࣀー技術を学んだ。 

(F)㟁子㢧ᚤ㙾を⏝いて᪻⹸の㢌㒊やཎ生生物の有Ꮝ⹸を観察し、その使⏝法を習得した。
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ϫ ＳＳＰ⾲⌧Ｂ

１ 仮説 

高等学ᰯ学習ᣦᑟ要㡿解説 ᅜㄒ⦅ ➨２❶➨２⠇「ᅜㄒ表現」には、「さまざまな情報を㐺ษにุ᩿し、 

取ᤞ選択する力や、➽㐨立てて物஦について考える力、㇏かな発᝿のᇶとなる๰造する力などを身に௜け 

ることが୍ᒙ求められるようになり、そのᇶ┙となる、ゝㄒにより理解し、思考し、表現する能力を確実 

に身につける必要性がますます高まっている。」と、ゝㄒ能力がุ᩿力、論理性、๰造性のᇶ┙であるこ 

とが明グされている。また、➨ � ⠇「現௦文Ｂ」には、「文❶の組立てをたどりつつ、書き手や文❶中の 

ே物のものの見方、感じ方、考え方を㏣究することが、生徒の思考力や᝿ീ力のఙ㛗につながる。そのた 

めには、文❶の展㛤の大体が形になって現れている文❶の構成をㄞみ取り、それを㋃まえて文❶の展㛤を 

とらえる必要がある。」とある。これらを㋃まえて、「現௦文Ｂ」の授業でもさまざまな文❶を⏝い、ゝ 

ㄒά動を通して科学研究に必要な論理性と明確さ、物஦のᮏ質をとらえる力を身につけることができると 

いう௬説をたて、授業を計⏬した。 

２ 研究㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 

(1) １学期

୸ᒣᆂ୕㑻「ゝㄒとグྕ」ۑ

・全体構成をᢕᥱする ・「ゝㄒ」と௚の「グྕ」とのᕪ␗についてまとめる

・ᮏ文の主᪨にあてはまる౛を考え、意見஺᥮する

・「ゝⴥとグྕ」でㄞみ取ったことを㋃まえ、ᐙ᪘を社会構成のᇶᮏ単位とすることの᫝非について、 

意見஺᥮を経て考えたことを書く

ᒣᓮ正࿴「くえࡺ化のࣝࣂーࣟࢢ」ۑ

・全体構成をᢕᥱする 化が引き㉳こした問題について考えるࣝࣂーࣟࢢ・

・「インフ࢛ーࢥ・ࢻ࣒ンࢭント」について、意見஺᥮を経て考えたことを書く

(2) ２学期

今ᮧோྖ「ᢠதするே間」ۑ

・全体構成をᢕᥱする ・ᮏ文の㊃᪨をまとめる

・「自ᕫᑛཝ」について意見஺᥮する

ンター試験にྥけて、問題㞟を⏝いての₇習ࢭ大学入試ۑ

(3) 年間を通じて

各教材において全体構成をᢕᥱしたうえで⢭ㄞし、論理的に文❶をㄞむ力をᇵった。また、意見஺᥮

の場を設け、意見や考えを共有した。 

３ 検証  

(1) 生徒の反応

これまで生徒は、自分自身で考えたことを全体の๓でヰしたり、互いに␲問点を出し合ったりするよ

うな形の学習を⧞り返して経験してきており、≉にᣦ♧しなくても自↛に自分の考えを発ゝし、意見を 

஺わすことができる㞺ᅖ気がある。 

(2) 得られた成果

考えをゝⴥにし、㆟論の中で思考を深めていくことに楽しさを感じ、積極的に取り組むことができた。 

自由な発᝿や積極的な発ゝがከく、ゝㄒά動を通して論理性と明確さ、物஦のᮏ質をとらえる力を身に 

つけることができた。 

(3) 今後の課題

書くことによってࣘࢽークな発᝿が見られる生徒がே๓ではなかなかヰせなかったり、積極的に意見

は㏙べるが、文❶表現ではうまくまとめられなかったりする生徒もおり、ࣂランスのとれたゝㄒά動が 

できるように、より୍ᒙ工夫する必要がある。 
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Ϭ ＳＳＰዉⰋＢ
１� シラバス この科目の評価は、次の観点・方法で行う。

１� 仮説

ᮏ年度は昨年度の研究を࣋ースに௨ୗの研究テーマで行った。

(�) 「ዉⰋを⤂௓するࣃンフࣞットをつくࢁう」

(�) 「ラー࣓ンᗑ成ຌの方⛬式㹼ᐩ㞝ラー࣓ンからの分ᯒ㹼」

(3) 「ዉⰋにおける⩬⩫と໙⋢」

(4) 「ዉⰋはどうしたら観ග㠃でி㒔に຾てるのか」

このような研究テーマに対し、௨ୗの問題を設定した。

㸦�)は、イラストやࣞイア࢘トの工夫を行うことで㨩力的なࣃンフࣞットをつくる。

㸦�)は、行動経῭学の観点からの経Ⴀ等のど点から問題を考察する。

㸦3)は、⩬⩫や໙⋢の⿦㣭ရを実際につくってみる。

㸦4)は、昨年度の研究を㋃まえた上、࣍ー࣒࣌ーࢪで㨩力を発ಙする。

３� 研究内容・方法

(�) 昨年度はዉⰋの名⏘であるⴱは知名度がపく、ⴱ〇ရが࡯とんどない。そこで昨年度はⴱをᗈめる

ために料理の考᱌を行った。しかし、ዉⰋの観ගᆅや名⏘などは知名度がపいこともྠ᫬に問題である

と感じた。現ᅾ、ዉⰋで㓄ᕸされているࣃンフࣞットをインターࢿットや┤᥋取りに行くことなどを通

じて、ẚ㍑・᳨ウを行った。

(�) 昨年度のラー࣓ンᗑのᗑ主のインタビࣗーにຍえて、行動経῭学の文⊩の調査を進めた。行ิやእ

⿦も㞟ᐈに大きな違いがあるとアンࢣート調査を行った。

(3) ᷃ཎ考ྂ学研究ᡤ、新₲┴⣒㨶ᕝᕷでのフィーࣝ࣡ࢻークを通じて、⩬⩫や໙⋢の文化的な意義を

研究した。⩬⩫がዉⰋ᫬௦௨㝆、発見されなくなった理由について探究を行った。また、今年は⩬⩫や

໙⋢の作成を行った。⣒㨶ᕝᕷで取得した⩬⩫に✰を㛤けたり、研☻したりすることにより、⩬⩫の⿦

㣭ရがどのようにしてつくられるかを考えた。

(4) インターࢿットで「෗┿ᫎえ」するス࣏ットについての探究を行った。昨年度にᅇ཰したアンࢣー

トを⢭査することによりዉⰋとி㒔の㨩力の違いについての調査を深めた。

㸲．検証 

(�) ዉⰋで㓄ᕸされているࣃンフࣞットは文Ꮠによる情報がከい。そのために෗┿やイラストをቑやす

ことにより見やすく、㨩力があるࣃンフࣞットをつくることができると考えた。また、ዉⰋの名⏘ရで

あるᰠのⴥᑑྖのようにࣃンフࣞットを折ればより㨩力があるものになり、ከくのேの目に␃まるもの

になると考えた。

(�) 昨年度のラー࣓ンᗑのᗑ主のインタビࣗーにຍえて、行動経῭学の文⊩の調査を進めた。行ิやእ

⿦も㞟ᐈに大きな違いがあるとアンࢣート調査を通じ、高ᰯ生は行ิをዲまないഴྥがあることがุ明

した。今年度はラー࣓ンᗑのእ⿦に╔目し、እ⿦が㨩力的なᗑであれば㞟ᐈができるということが分

かった。

科 目 ＳＳＰዉⰋＢ 学 年 １年 ２年 ３年 教科書名 使⏝せࡎ

教 科 ＳＳＰ発展Ｂ 類 型 共通 文型 文理型 理数型 副教材等 使⏝せࡎ

単 位 数 ２ 履修規定 必修 選択 備 考

科目の概要 ዉⰋのᆅに関ಀ深いテーマを設定し、科学的なษりཱྀで考察する。

科目の目標 Ṕྐ的な考察を深めつつ、ேࠎの生άを解明する。

年 間 の 学 習 項 目

学期 単 元 学期 単 元

１ テーマ設定・研究ά動の計⏬作成

・資料཰㞟等のά動の実᪋

２ 研究ά動の実᪋と研究内容の発表

関心・意欲・態度 科学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

・ዉⰋについて積極的に知

識を྾཰しようとする。

・㑇物を科学的ど点で分ᯒ

し、意欲的に␲問を解決し

ようとする。

ート作成と発表࣏ࣞ・

・学習意欲や態度

・科学の最新の成果を理解･ά

⏝して㑇物を⇍どできる。

・科学的な手法を、ල体的研

究౛を通してᤊえることがで

きる。

ート作成と発表࣏ࣞ・

・学習意欲や態度

・調査や研究した成果

について、発表を๓ᥦ

とした࣏ࣞートとし

て㐺ษに表現するこ

とができる。

ート作成と発表࣏ࣞ・

・学習意欲や態度

・テーマに関する科学的研

究･分ᯒ方法を知る。

・科学的手法を⏝いた成果

をල体的஦౛を通して理

解を深める。

ート作成と発表࣏ࣞ・

・学習意欲や態度
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(3) ᷃ཎ考ྂ学研究ᡤ、新₲┴⣒㨶ᕝᕷでのフィーࣝ࣡ࢻークを通じて、⩬⩫や໙⋢の文化的な意義を

研究した。⩬⩫がዉⰋ᫬௦௨㝆、発見されなくなった理由について探究を行った。かつて、新⨶で〇㕲

技術や㘫෬を⩬⩫と஺᥮することで得て日ᮏで㕲のຍ工を行っていた。そして、ᮅ㩭への進出を೵Ṇし、 
またྂቡ᫬௦が⤊わり⩬⩫〇ရの㟂要がなくなったために໭㝣でのཎ▼᥇㞟の識ู║の伝ᢎが⤯えた。 
そして日ᮏで⩬⩫が取れるという஦実がᛀれられてしまったのではないかという説を立てて、文⊩調査

も行った。⩬⩫のຍ工を行うことにより、⩬⩫のアクࢧࢭリーをつくることができた。

(4) 㺀෗┿ᫎえ㺁した観ගス࣏ットがዉⰋではᑡないので、観ග㠃でி㒔にዉⰋがຎっているという௬説

を立てி㒔とዉⰋでアンࢣート調査を行い、分ᯒをした。「෗┿ᫎえ」するス࣏ットのみならࡎ、観ග

アࣆーࣝの㠃でもຎっていることが分かり、今後の課題となった。そこで、インターࢿットを通じた㨩

力の発ಙが㔜要であると考えた。෗┿や分かりやすい情報をあࡆることでዉⰋの㨩力をᅜ内እに発ಙで

きると考えられる。



― 38 ― ― 39 ―

Ⅵ ＳＳＰ数学Ｂ

１．シラバス この科目の評価は、次の観点・方法で行う。 

１．仮説 
２年次に行ったＳＳＰ数学Ａでの考え方を生かし、３年次でも数学のそれぞれの分野について触れ、理解 

を深め、最後は課題研究に取り組むことで、探求心や自分で考え課題を解決しようとする力、能力を育成で 

きる。また、自分の伝えたいことを簡潔にまとめ、伝える力を養う。 

２．研究内容・方法 
(1) １学期

大学入試問題等を参考にして、複雑な立体の体積を求める問題を調査し、興味をもった立体について

その構造や仕組みを研究・発表した。その後、その立体を実際に作成するために、「123D Design」と

いう CAD ソフトの使い方と 3D プリンター「ダビンチ」の使い方を学習した。理屈では簡単に作成でき

そうな立体でも、ソフトの扱いに慣れていないため、作成することができない、または、作成方法が分

からない等の理由で形状を変更せざるを得ないときもあった。体積を求める積分の計算式を立てるのが

難解な立体もあり、苦労している様子も見られたが、途中で挫折することなく粘り強く取り組んでいた。 
(2) ２学期

各自が調べてきた数学的に興味深い問題について全員で考察し、その結果を発表した。論理的に説明

する力や、不正解の場合は間違いに気づけるかなどをテーマとした。 

３．検証 
(1) 生徒の反応

全体的にリラックスして数学を楽しんでいる様子であった。昨年の経験から、今年度の課題設定を考

え、工夫をしながら取り組んだ。さまざまなアイディアを出し、相談しながらよく協力し合っていた。

２学期になると、受験勉強により力を入れ始めたためか、思考力や論理力も身についているようであっ

た。また、お互いで相談や教え合いをしつつ考えるなど、積極的に取り組んでいた。 
(2) 得られた成果と今後の課題

研究テーマを昨年度から変更したため、最初のスタートが遅くなってしまい、データをとったり、資

料を作ったりといったことまでは行わなかった。昨年度からの研究を引き継ぎ、より詳しく、また不十

分であった内容について研究を行うことができれば、より身のある物になったのではと感じた。しかし、

２年次の取り組みによって数学に対して興味・関心をもった生徒が、１年間の経験で得た知識や関心か

ら、新たな課題テーマを設定することも非常に有意義なことであると感じた。数学への考え方が変わっ

た上で何に興味をもつのか、教員にとっても非常に興味深いことであった。 

科目 ＳＳＰ数学Ｂ 学年 １年 ２年 ３年 教科書名 なし

教科 ＳＳＰ発展Ｂ 類型 共通 文型 文理型 理数型 副教材等 なし

単位数 ２ 履修規定 必修 選択 備考

科目の概要 科学技術が発展し情報化が進展する社会において、求められる数学的な資質・能力を高める。

科目の目標 基礎的な知識の習得と技術の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する

態度や他人に説明する技術を育てる。

年 間 の 学 習 項 目

学期 単 元 学期 単 元

１ ・研究テーマの設定

・課題研究

２ ・研究の継続

・問題の解説、理解

・研究の振り返り

関心・意欲・態度 科学的な見方や考え方 表現･処理 知識・理解

・未知の内容に対して主体的

に研究、考察する。 

・設定した研究テーマに対して

積極的に考察しようとする。

・作業をとおして得られたデーから

規則性や法則を見つけて考察する。 
・数学を道具として用いて事象を考察

し、研究課題を解決しようとする。

・研究内容を分かりやすくまとめ

ることができる。

・自分の考えを整理し、相手に

正確に伝えることができる。

・数学が活用できる事象

について知る。

・日常の学習意欲や態度 ・授業中の行動観察

・研究成果のまとめ

・発表内容

・研究成果のまとめ

・発表内容
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➨㸱❶ ⛉学ᢏ⾡㒊ࡢάື 

ᩍ⫱課⛬外の活動として、各⛉学ᢏ⾡部において、⛉学に㛵する⯆࿡࣭㛵心をかきたて、授業

では学࡭ないᐇ㦂、ほ察、ᐇ習を体㦂し、ࡼり㧗度に深く⛉学を学ࡪことができるࡼう学校外

での学習ᶵ会をタけている。ᖹᡂ ��年度ࡼり、ᚑ来のࠕ≀⌮部ࠖࠕ化学部ࠖࠕ生≀部ࠖࠕᆅ学

部ࠖにຍえてࠕ数学研究会 ᴟ的に✚࡬➼クࢵࣆࣥࣜ࢜✀研究会ࠖを新たにタけ、各ࢺࢵ࣎ロࠕࠖ

ᣮ戦している。研究ᡂᯝを生ᚐྠኈでඹ᭷したり、ᆅᇦに㑏元したりするため、文化祭やዉⰋ

㧗校࢜ープࣥࢫࣃࣥࣕ࢟での発表、⛉学࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎活動などを通ࡌて᝟ሗを発ಙしている。

Ϩ ≀⌮㒊 

１ 部員

３年次生：０名 ２年次生：３名 １年次生：０名 計３名

２ １年㛫の活動

ᑡ人数ながら、ࠕ཯ᑕἼのẚ㍑にࡼる㛤ཱྀ➃཯ᑕのᐇែの㏣究ࠖというᣮ戦的な研究ࢸー࣐

に取り組んだ。本研究ࢸー࣐は、㧗校≀⌮でもᢅࢃれるࠕẼ柱の᣺動 分ࠖ㔝のࠕ㛤ཱྀ➃཯ᑕࠖ

という現㇟解᫂にᣮんできたものである。┤᥋ほ察がᴟめて㞴しいᙜヱ現㇟は、その本㉁ᢕ

ᥱがᮍだに༑分なされていない。そのࡼうな中、≀㉁࣭ᮦᩱ研究ᶵᵓとのඹྠ研究を行いな

がら、୍ᐃの⣒ཱྀをぢいだしたことは大ኚ評౯できる。研究活動を通ࡌて通ㄝとは␗なる⊂

自の主ᙇをᨭえるࢫࣥࢹࣅ࢚を⵳✚しࡘࡘあり、近畿ᅪの 66+㛵㐃校が୍ᇽに会するࠕ➨㸴

回近畿ࢧイࢹࢫ࢚ࣥイ やࠖ、その௚さまざまな場でのᑐ外発表㸦ཱྀ㢌発表࣭ࢫ࣏ター発表࣭ㄽ

文ᢞ✏㸧も✚ᴟ的に行ってきた。

�ター発表㢼ᬒࢫ࣏でのࣝࣂ࢕ࢸࢫェࣇࢫ࢚ࣥイࢧ+66
３ 今後に向けて

来年度以㝆は、部員☜ಖ࣭つᶍᣑ大がまず必㡲である。そして、ୖグ研究の⥅続࣭発展にຍ

え、新たな研究ࢸー࣐にも╔手していきたい。≉に、⾪✺現㇟にࡘいてᮦᩱᕤ学的ほⅬから

㏣究する研究をຍえていきたい。᪤に、ᮾ໭大学と୕㔜大学との研究࢟ࢫー࣒をᵓ⠏してお

り、≀㉁࣭ᮦᩱ研究ᶵᵓとのඹྠ研究ྠᵝ、外部ᶵ㛵とのඹྠ研究を⤒㦂する中で、生ᚐのᐇ

㊶的な課題解Ỵຊ、⌮ㄽᵓ⠏ຊ➼を㣴っていくことを≺っている。
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ϩ ໬学㒊 

１ 部員 

３年次生：３名 ２年次生：㸴名 １年次生：㸵名  計１㸴名 

２ １年㛫の活動 

��� ᥈ồ活動

᪉㹼⅖Ⰽ཯ᛂのつ๎ᛶ㹼ࠖ ᢸᙜࡧのⰍの୪⅖ࠕ �年

 昨年、⅖のⰍがୖから⥳、㯤、㉥、⣸の㡰に⹿のࡼうにぢえるࣞイࣥ࣎ーࣝࢻࣥࣕ࢟とい

うၟရから、各Ⰽがなࡐこの㡰␒に୪んでいるのかに⯆࿡をもち、数✀㢮の㔠ᒓሷのΰྜ

≀を用いた⅖Ⰽ཯ᛂのᐇ㦂を行った。今年度も引き続き⅖Ⰽ཯ᛂの研究を行ってきた。昨

年度は、᱁子ࢠࣝࢿ࢚ーに╔目し、ᐇ㦂でほ察された⅖の୪ࡧ㡰と୍⮴することを☜かめ

た。ただ、᱁子ࢠࣝࢿ࢚ーだけでは、⅖Ⰽ཯ᛂで㟁子がບ㉳し、

ᇶᗏ≧ែにᡠる㝿にගࢠࣝࢿ࢚ーが放出される過⛬をㄝ᫂で

きない。そこで今年度は、⅖Ⰽ཯ᛂの࣌ࢫクࣝࢺから、㟁子が

ບ㉳するために必要なࢠࣝࢿ࢚ーを᥎ᐃし、その್を᱁子ࢿ࢚

㡰と୍⮴することࡧの୪⅖、ࢁせたとこࢃーの್と㊊しྜࢠࣝ

が分かった。また、今年度は、⇞ᩱの✀㢮、形をᕤኵし、ࢁう

そくのࡼうにᶓにᗈがらない⅖をసり出すことができた。それ

にࡼり昨年できなかった３✀㢮の㔠ᒓሷをΰྜした⅖のほ察にᡂຌした。

� 㓟のᐮ๣としてのస用㹼ࠖ ᢸᙜ◲ࠕ 年生

 ⃰◲㓟をᕼ㔘してᕼ◲㓟をㄪ〇するときは、かきΰࡐながらỈに⃰◲㓟をᑡしずࡘὀが

なけれࡤならない。これは⃰◲㓟の⁐解⇕が㠀ᖖに大きいためである。このࡼうに、Ỉと

⃰◲㓟が཯ᛂすると、場ྜにࡼっては✺Ἓをకう࡯ど、Ỉ⁐ᾮの 度がୖ᪼する。とこࢁ

が、ịに◲㓟をかけると 度がపୗした。Ỉとịという≧ែが␗なるだけで、┿㏫の 度

ኚ化がぢられた。ᡃࠎはこの現㇟を୙ᛮ㆟にᛮい、その⌮⏤を研究することにした。ඛ行

研究にࡼると、��㸣◲㓟を用いることで�3�Υまでୗࡆることができるとされている。◲㓟

の⃰度をኚ化させ、ịにかけるというᐇ㦂を行った。᫬㛫の⤒過にకう 度ኚ化と᭱ప 

度のࢹータをとり、その⤖ᯝから◲㓟をịにかけたときに 度がୗがるཎᅉを考察した。 

��� ཧຍしたࢼ࣑ࢭーཬࡧ出展

ձி㒔大学ࢧイࣇࢫ࢚ࣥェࣝࣂ࢕ࢸࢫ ���� 年３᭶ ��日�ᅵ�㸦ி㒔大学㸧

ዉⰋ┴௦表としてி㒔大学ࢧイࣇࢫ࢚ࣥェࣝࣂ࢕ࢸࢫにཧຍ。ࠕ㯤Ⰽにᰁまった㟁解㉁

のㅦ㹼&X�2 の生ᡂ過⛬とᐃ㔞㹼ࠖのཱྀ㢌発表を行い、๪学㛗㈹をཷ㈹した。

ղ文化祭 㸷᭶㸶日㸦ᅵ㸧㸷日㸦日㸧ࠕとんࡰ⋢ࠖไస。

ճ➨ �� 回㧗校生化学ࢺࢫࢸࣥࢥࢻࣥࣛࢢ �� ᭶ �� 日�ᅵ�

㸦名ྂᒇᕷ立大学㸧 

᪉ࡧのⰍの୪⅖ࠕター発表２年生ࢫ࣏ 㹼ࠖ⅖Ⰽ཯ᛂのつ๎ᛶ㹼  ࠖ

１年生ࠕ◲㓟のᐮ๣としてのస用ࠖ 

 ２年生はࢫ࣏ター㈹おࣗࢩࡧࡼプࣜࣥ࢞ー㈹をཷ㈹した。 

մ㟷ᑡ年の⛉学の祭඾  �� ᭶ �� 日�ᅵ� 㸦ዉⰋ㧗➼ᕤ業ᑓ 

㛛学校㸧 

 うࠖࡼを⛉学し࣒イࣛࢫࠕ  

▼☢にᅄ㓟化୕㕲の⢊ᮎをΰධし࣒イࣛࢫ、を౑った⇞ᩱ㟁ụ࣒イࣛࢫ、సり࣒イࣛࢫ

にくっࡘくࣛࢫイ࣒を⤂௓した。

յ㞟まれ㸟⌮⣔ዪ子㛵す大会 �� ᭶ �� 日㸦日㸧 㸦ዉⰋዪ子大学㸧

᪉ࠖ㹼⅖Ⰽ཯ᛂのつ๎ᛶ㹼ࠖࡧのⰍの୪⅖ࠕター発表２年生ࢫ࣏

１年生ࠕ◲㓟のᐮ๣としてのస用ࠖ 

ն㹑㹑㹆校内生ᚐ研究発表会にཧຍ。 

ཱྀ㢌発表ࠕ⅖のⰍの୪ࡧ᪉ࠖ㹼⅖Ⰽ཯ᛂのつ๎ᛶ㹼ࠖ 
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１ 部員 

３年次生：㸴名 ２年次生：㸶名  １年次生：３名  計 �� 名 

２ １年㛫の活動 

��� ᥈究活動㸦௬ㄝ、研究内容࣭᪉ἲ࣭検証㸧

ձ࢟ࢧ࣒ࣛ≀᳜ࠕのᐇ㦂⤖ᯝの⤫計ฎ⌮と㏣ᐇ㦂ࠖ

ᢸᙜ：඲学年 

ᖹᏳ᫬௦にはその᰿をᰁⰍに用いられた᳜≀࣒

┴は、現在඲ᅜ的に⤯⁛にℜしており、ዉⰋ࢟ࢧࣛ

では㔝生≧ែのᰴを☜ㄆできない。また、人ᕤ的な᱂ᇵもẚ㍑的㞴しいとされている。

の✀子を用いたᐇ㦂から、ప ฎ⌮ᮇ㛫が᫓化をಁし、 度᮲௳が発⫱におけ࢟ࢧ࣒ࣛ

る┦ኚ␗を㉳こすことを᫂らかにできた。５Υで �� 日㛫෭ⶶฎ⌮すると、発ⱆ⋡も㧗

く、㛤ⰼまでの日数も᭱▷となる。また、㸫５Υで１回෭෾ฎ⌮すると発ⱆ⋡が⃭ῶす

るだけでなく、発ⱆ後はロࢺࢵࢮ的に生⫱して㛤ⰼまでの日数も㐜れる。さらに、㖊᳜

した࢟ࢧ࣒ࣛのኟの㧗 ⪏ᛶと、ᆅ᳜えした個体の日↷᮲௳と᰿の生㛗との㛵ಀもㄪ࡭

た。✀子をప ฎ⌮した㖊᳜え個体は㛤ⰼ後に⊛ᬬですࡄᯤれて、᰿もṧりにくかった

が、✀子を෭෾ฎ⌮した㖊᳜え個体は⊛ᬬにẚ㍑的⪏え、᰿の生⫱をᯝたす๭ྜも㧗か

った。ᆅ᳜え個体ではᶞ木から᭱も㐲い日向では⊛ᬬでᯤれる個体が多く、㏫にᶞ木に

᭱も近い日㝜では᰿の生㛗はഹかで、༗๓ ��᫬㡭まで┤ᑕ日ගのあたる中㛫の఩⨨で᭱

もࡼく生㛗した。各఩⨨のᆅ を⥅続 ᐃしたとこࢁ、日向では᭱㧗 ��Υを㉸えており、

日↷࣭ᆅ ࣭Ỉはけが᰿の生⫱をỴᐃ࡙ける要ᅉと考えられた。さらに、࢟ࢧ࣒ࣛのࢵ࣏

ప ฎ⌮されていないᰴ、ࢁⱑに、㧗 ᮲௳と日ᑕ᮲௳をタᐃしてᯤṚ⋡をぢたとこࢺ

が᫂らかにⴎれた。

以ୖのᐇ㦂⤖ᯝを、発ⱆ⋡に㛵しては解஧஌検ᐃを用い、ᡂ㛗⋡࣭㉁㔞などは㹒検ᐃ

を用いて⤫計ฎ⌮したとこࢁ、᫂らかに᭷ពであることを示すことができた。 

り発ⱆ⋡పࡼは発ⱆ᫬の 度᮲௳で生⫱戦␎をỴめているが、෤の ᬮ化に࢟ࢧ࣒ࣛ

ୗや生⫱᫬ᮇがずれて生⫱しにくい≧ἣに㝗っていると考えられる。また、日ᙜたりを

好࢟ࢧ࣒ࣛࡴが、 ᬮ化にࡼるኟのᆅ ୖ᪼でᯤṚするྍ⬟ᛶが㧗まっていると考えら

れる。これらのᡂᯝを⤫計学的な᰿ᣐを示して、発表することができるࡼうになった。 

ղࠕᾏ⏘㌾体動≀の分㢮と多ᵝᛶẚ㍑  ࠖ ᢸᙜ：２年 

イは㟷くⷧい㈅Ẇを持࢞࢜࢞ࢧ࢔イ⛉の࢞ࣜࣝ

イは࢞ࢽ࣋イ⛉の࢞࢘ࢥࢵࢽ࿴ḷᒣで᥇㞟した。ࡘ

クⰍをしている。さらにࣥࣆープな形≧の⃰いࣕࢩ

タ࢞ࣛ࢝イ⛉の࢟イロࣛ࢝ࢲやイࣔ࢞イ⛉のࣛࢧ

。など、㸴⛉の多ᵝな㈅Ẇを形ែẚ㍑したࢩࢼ࣑ࢧ

各⛉の≉ᚩをᢕᥱすると、▷᫬㛫でྠᐃできること

が分かった。᥇㞟ᆅが༡᪉になる࡯どⰍᙬの㩭やかな✀がቑえ、形も⊂≉で、多ᵝᛶが

㧗くなることがᐇឤできた。ࣛࣝ࣋をసᡂして標本としてᩚ⌮するととても⥡㯇で、ま

た⡆単なຍᕤで⿦㣭ရをసᡂできた。これらの標本࡙くりの手ἲをᑠ中学生が生≀の多

ᵝᛶにぶしࡴためのᐇ習として取りୖࡆ、生≀部員の㹑㹑㹆ࣜࢺ࢘࢔ーࢳ活動としてࠕ㟷

ᑡ年のための⛉学の祭඾ࠖなどの行஦でᐇ᪋することができた。

ճࠕᾏ⏘の⇕ᖏ㨶の㣫⫱と行動学的研究ࠖ ᢸᙜ：１年

生≀室のỈᵴにᾏ⏘の⇕ᖏ㨶のࣝࣜࢫズ࣓ࢲイ、ࢫࢿ࢞ࢥズ࣓ࢲイ、࣍、ࢢࣇࣜࢻ࣑

⥅いて、ほ察をࡘなどを㣫⫱しጞめた。各✀のⰍᙬ࣭形ែと行動≉ᛶにࣛ࣋ࢣ࣓࣡ࢯࣥ

続している。≉に、ࢻクターࣗࢩࢵ࢕ࣇと࿧ࡤれるࣛ࣋ࢣ࣓࣡ࢯࣥ࣍は、㯮い⦪⥺が≉

ᚩで、௚の㨶に近࡙いて寄生⹸をᦤ㣗する。┦฼ඹ生の౛として知られ、௚の㨶は㯮⦪

Ϫ ⏕≀㒊
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⥺をぢてᏳ心するといࢃれている。௚にも㯮⦪⥺を持ࡘ㨶には、それを฼用して௚の㨶

に近࡙き、その㫣をかࡌりとるものもいる。さまざまな⇕ᖏ㨶のⰍᙬ࣭ᶍᵝと行動≉ᛶ

をᩚ⌮し、そのἲ๎ᛶをㄪ࡭ている。 

��� ཧຍしたࢼ࣑ࢭーཬࡧ出展

ձࠕ㟷ᑡ年のための⛉学の祭඾ࠖ඲ᅜ大会に出展

㸵᭶ ��日�日�：㈅の多ᵝᛶの体㦂と標本࡙くり

ղ66+ ඲ᅜ生ᚐ研究発表会にてࢫ࣏ター発表

㸶᭶㸶日�Ỉ�㹼㸷日�木�：⚄ᡞᅜ㝿展示場

ジーࠖࢸࣛࢺࢫの生Ꮡ࢟ࢧ࣒ࣛࠕ

ճ文化祭㸦㟷୹祭㸧

㸷᭶㸶日�ᅵ�：㈅Ẇ࣭᳜≀標本の㈍኎と研究展示

մࠕி㒔大学࡬のᯫけᶫࠖにてཱྀ㢌発表

㸷᭶ �3 日�日�：࢟ࢧ࣒ࣛࠕの生Ꮡࢸࣛࢺࢫジー  ࠖ

յけいはんなࢧイࣇࢫ࢚ࣥェࣝࣂ࢕ࢸࢫでཱྀ㢌発表

�� ᭶ �� 日�ᅵ�：けいはんなプࣛ࢟ࢧ࣒ࣛࠕ ࢨの生Ꮡࢸࣛࢺࢫジーࠖ

նࣁイࢫクー࣑ࣝーࢫ࣏ ࢢࣥ࢕ࢸター発表

１᭶ �� 日㸦ᅵ㸧㹼�� 日�日�：᷃ཎᕷᙺᡤ࢟ࢧ࣒ࣛࠕの生Ꮡࢸࣛࢺࢫジーࠖ

շዉⰋࢧイࣇࢫ࢚ࣥェࢫ࣏ ࣝࣂ࢕ࢸࢫター発表�予ᐃ�

３᭶ �� 日㸦日㸧：ዉⰋඛ➃大学㝔大学࢟ࢧ࣒ࣛࠕの生Ꮡࢸࣛࢺࢫジーࠖ

３ 検証 

本年度は࢟ࢧ࣒ࣛの研究が᏶⤖した。⤫計学的手ἲの解஧஌検ᐃと㹒検ᐃの手ἲを⌮解

࣭ಟᚓしてᐇ㦂⤖ᯝを検ᐃし、ᴟめて᭷ពな್がᚓられ、自ಙを持ってさまざまなᶵ会で

発表することができた。生ᚐの活動㔞もቑえ、㡹ᙇり甲ᩫをឤࡘࡘࡌ⥅続することができ

た。さらに新しいࢸー࣐をタᐃして、ࡼりࡼいᡂᯝをୖࡆるࡼう取り組んでいきたい。
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ϫ ᆅ学㒊 

１ 部員 

３年次生：０名 ２年次生：２名 １年次生：３名    計５名 

２ １年㛫の活動 

��� 研究ࢸーࠕ ࣐⣸外⥺※と⣸外⥺↷度計を用いた✵Ẽ中ᡂ分のຠᯝࠖ

ึめ 62２のຠᯝを ᐃしていたが、研究を進めているうちにỈ⵨Ẽのᙳ㡪が↓どでき

なくなり、ᛴ㑉Ỉ⵨Ẽの ᐃをጞめたとこ࡯、ࢁとんどの⤖ᯝが、Ỉ⵨Ẽがཎᅉであるこ 

とが分かってきた。 

��� ᐃᮇኳ体ほ 

㔠ᫍ、火ᫍ、木ᫍ、ᅵᫍ、ᾏ⋤ᫍ、࣓࢚ࢩኳ体などᏳᐃした෗┿᧜ᙳが出来るࡼうにカ

⦎してきたが、㏣ᑿ⿦⨨のタᐃに手㛫取り、また᧜ᙳᶵᮦのᢅいに័れていなかったため、 

‶㊊のいく᧜ᙳはできていない。 

�3� 来年度に向けて

ᾮ≧化現㇟の෌現ᐇ㦂をᵓ᝿中である。

Ϭ ࣟࢺࢵ࣎研究会

１ 部員 

３年次生：３名 ２年次生：５名 １年次生：３名 計 �� 名 

２ １年㛫の活動 

��� 㹕㹐㹍���� ዉⰋ大会�ࣝࢻ࣑部㛛ཬ࣭ࡧ㧗校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛�に出場

㸦᪊ ᖇሯᒣ中学࣭㧗➼学校㸧

㸶᭶㸲日࣭５日にᖇ㷁ᒣ中学㧗➼学校で㛤ദされた㹕㹐

㹍 ���� ዉⰋ大会に本校から㧗校生ࣝࢻ࣑部㛛１ࢳー࣒ཬ 

 、ーしࣜࢺ࢚ࣥが࣒ーࢳ部㛛に２ࢺーࣃࢫ࢚࢟㧗校生、ࡧ

඲ᅜ大会  を目ᣦした。㔜Ⅼᯟ஦業でᐇ᪋されているロ 

 ࣋ࣞ、がቑえ࣒ーࢳཧຍࠎㅮ習会のຠᯝもあり、年ࢺࢵ࣎

㧗ࡧ部㛛ཬࣝࢻ࣑プしてきている。本校は、㧗校生ࢵ࢔ࣝ

校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛でඃ຾し、඲ᅜ大会に出場すること

となった。

��� 㹕㹐㹍 -DSDQ ���� ඲ᅜ大会�ࣝࢻ࣑部㛛ཬ࣭ࡧ㧗校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛�に出場

㸦᪊ ▼ᕝ┴ ་⋤ᒣ࣏ࢫーࣥࢭࢶター㸧

㸷᭶㸷日に▼ᕝ┴㔠ἑᕷにある་⋤ᒣ࣏ࢫーࣥࢭࢶター

で㛤ദされた㹕㹐㹍 -DSDQ ���� に、本校から㧗校生ࢻ࣑

ࣝ部㛛ཬࡧ㧗校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛に各 出ࡘず࣒ーࢳ�

場した。㧗校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛でඃ຾し、ୡ⏺大会に出

場することとなった。

�3� 㹕㹐㹍���� タイᅜ㝿大会 㸦㧗校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛㸧に出場

㸦᪊ タイ &KLDQJ 0DL ,QWHUQDWLRQDO ([KLELWLRQ DQG &RQYHQWLRQ &HQWUH㸧

 �� ᭶ �� 日㹼��日にタイ ࢳェ࣐ࣥイにある㹁㹋㹃㹁㹁で㛤ദされた㹕㹐㹍���� タ 

イᅜ㝿大会に、本校から㧗校生ࣃࢫ࢚࢟ーࢺ部㛛に ࣃࢫ࢚࢟が出場した。㧗校生࣒ーࢳ�



― 44 ― ― 45 ―

ーࢺ部㛛としてはᅜ内᭱㧗఩の㸴఩ධ㈹をᯝたした。 

大会ヲ⣽ 

�� ᭶ �� 日�ᅵ� 大会๓日 ㄪᩚ日 

ᮅからኤ᪉まで、ᶵ体のㄪᩚを行った。ࢥーࢺの⁥りや↷ 

᫂のഹかな㐪いで、うまく動かないこともあるので、このㄪ 

ᩚが‶Ⅼを取るためには㠀ᖖに㔜要であった。 

�� ᭶ �� 日�ᅵ� 大会ึ日 

ᮅに通ᖖのࣝーࣝに㏣ຍされる、ࢧプࣛイズࣝーࣝが発表 

された。今年度は、本来✵き࣌ࢫーࢫになるはずの場ᡤに２ 

 動させると⛣࡬の場ᡤࠎクが⨨かれ、それらを別ࢵロࣈのࡘ

いうࢧプࣛイズがあった。予᝿していたࢧプࣛイズのᛂ用だ

った。 

２᫬㛫༙のᶵ体の組立㸦大会ᙜ日にࣛࣂࣛࣂの≧ែから組

み立てなけれࡤならない㸧と᭱⤊ㄪᩚ後にヨྜ㛤ጞした。 

� 回目は、ࢧプࣛイズを↓どして、通ᖖࣝーࣝの‶Ⅼを

目ᣦしたが、ࢥーࢺの⁥りලྜの㐪いで、᭱後にうまく動か

ず㏵中Რᶒした。 

� 回目は、ࢧプࣛイズにᑐᛂしたプロ࣒ࣛࢢで㉮らせた

が、ࢢࣂが取りษれておらず、㏵中Რᶒした。 

3 回目は、�回目のࢢࣂをಟṇし、ࡘいにࢧプࣛイズも

含めて‶Ⅼを取る஦が出来た。ึ日 �఩となり、�日目の

⤖ᯝにࡼっては、ୖ఩ධ㈹できるᮃみをṧした。 

�� ᭶ �� 日�日� 大会 �日目 

ᮅに新しいࢧプࣛイズࣝーࣝが発表された。ึ日ࡼりも 

ẚ㍑的⡆単なࢧプࣛイズࣝーࣝであった。 

� 回目からࢧプࣛイズࣝーࣝにᑐᛂし、‶Ⅼを取った。

２回目は、ࢧプࣛイズࣝーࣝにᑐᛂしたୖで、出来るだけ

᪩ 

くなるࡼうにࣔーター出ຊをୖࡆ、タイ࣒をୖࡆた。㧗校

生部㛛は、ึ日、�日目ともに‶Ⅼを取るࢳー࣒が ーࢳ�

ᕪ࣒出る⃭戦で、本校は୧日とも‶Ⅼであったが、タイ࣒

でࠗ�఩࠘となった。

大会後は、各ᅜのࢳー࣒で、Tࢶࣕࢩに名๓を᭩く、自

分のࢳー࣒のᶵ体を⤂௓しྜう、グᛕ᧜ᙳする➼、஺ὶを

行った。 

３ 検証 

昨年度の課題であった中学校からプロࢢ࣑ࣥࣛࢢを行っ

ている生ᚐと、㧗校からプロࢢ࣑ࣥࣛࢢをጞめる生ᚐのᐇ

ຊᕪをᇙめるヨみとして、i-padを用いたプロࢢ࣑ࣥࣛࢢᣦ

導を行った。その⤖ᯝ、㧗校生からプロࢢ࣑ࣥࣛࢢをጞめた � 年生においてもࣝࢻ࣑部㛛

で඲ᅜ出場をᯝたすことが出来た。２年生においては、ロࢺࢵ࣎ㅮ習会で、目標を㹐㹁㹈

㸦ロࢵ࢝࣎プジࣕࣥࣃ㸧と㹕㹐㹍㸦࣡ーࣝࢻロ࢔ࣆࣥࣜ࢜ࢺࢵ࣎ーࢻ㸧に஧分せず、㹕㹐㹍

のみとしたことで、ᣦ導をプロࢢ࣑ࣥࣛࢢに㞟中でき、ᩍ⫱ຠᯝを㧗めることが出来た。
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１  部員 

3 年次生：０名 ２年次生：３名  １年次生：２名   計５名 

２ 活動の内容 

 現在は２年生３人と１年生２人の計５人で、週２回火曜日と木曜日の放課後を中心に多

目的室で活動している。 

 今年度も昨年度に引き続き、数学甲子園の近畿予選に出場し、それに向けて、まだ授業

で習っていない単元を個別に学習することを含め、各自がそれぞれの課題に取り組んだ。

また、大会後はその知識を用いて、さまざまな問題を持ち寄りそれをみんなで解くなど、

自主的な活動をすることができた。 

 また、文化祭において、プロジェクターを用いて数学の問題をクイズ形式で出題する展

示を行った。 

３ 検証 

 本年度もまず数学甲子園で予選を通過するという目標を柱に活動し、本戦には進出でき

なかったものの、主体的な活動には導けた。 

 しかし、現在はまだ、自分たちで問題を持ち寄り、それをみんなで解きながらさらに考

察を深めてはいるものの、それらをまとめて発表し、さらに自分たちで新しいことを考え

出すという研究をしていくまでには至っておらず、さらなる手立てが必要であると考えら

れる。 

 文化祭における展示は、研究会員以外の在校生のみならず、大学生や社会人の来校者に

も好評であったので、今後もさらに発展させていかそうと考えている。 

Ⅵ 数学研究会 




